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第6章16－17世紀ウクライナにおける

　　　　　キリル文字による書籍印刷

　ウクライナで最初に書籍印刷が行われたのはキエフではなく、ポーラン

ドに近い西ウクライナの都市リヴォフ（ウクライナ名リヴィウ）において

である。リヴォフは1256年にはすでにその名が年代記に記されている古く

からの都市で、クラクフまで約300㎞、キエフまで約450㎞の位置にある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　けい最初の印刷者はイヴァン・フヨードロフで、1574年に『聖使徒経』が刊行

されている。これ以前にウクライナで刊行された書籍や印刷所が存在した

ことを証明する資料は現在までのところ発見されていない。

　リトワ、ベラルーシおよびウクライナにおける特徴点については本稿第

3回の「序」ですでに6項目にまとめてあるので、ここではウクライナの

特徴点についてだけ述べる。

　〈図1＞は1574年から1648年にかけてのウクライナにおける印刷所と啓
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注382）
蒙運動の中心地の所在を示したものである。ザモースチエは現ポーランド

領なのでこれを除外して印刷所のある18ヶ所を見ると、キエフとチェル

ニーゴフ以外は西ウクライナに集中している。その中でもとりわけリヴォ

フにはウクライナ人の印刷所4、ポーランド人の印刷所7、アルメニア人

の印刷所1と合計12の印刷所が存在したことが示されている。当時のウク

ライナがポーランド共和国の支配下にあり、ポーランドには1476年頃から

書籍印刷が行われているクラクフという一大中心地があったところからす

　　　　　　　　　　　　　　一　2一
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れば印刷所の西ウクライナへの集中は当然のことであった。ただし西ウク

ライナでは2つの「移動印刷所（または放浪の印刷所）」がいくつかの地に

またがって活動したこと、また“定住型”の印刷所でも場所を移動して活

動を続けた例があるので実際の印刷所数は〈図1＞に示された数字の合計

よりも少なくなる。

　1648年を境にウクライナでの書籍印刷の状況が大きく変化する。この年、

ウクライナにおいてフメリニツキイを指導者とする反乱が起き、ポーラン

ドとの闘いが始まる。キエフでは印刷の職人の多くがフメリニツキイ軍の

もとへと馳せ参じる。戦争は長引き、職人不足に加え印刷に必要な物資も

不足しはじめる。ポーランドやドイッ方面からの物資が届かなくなり、リ

ヴォフとキエフ間の連絡も思うにまかせなくなる。そのため印刷活動中断

に追い込まれたり、活動を続けた場合でも再版が多くなるなど大きな影響

が出ることとなる。

　1654年、ウクライナのコサックのラーダ（総会）の決議に基づきドニエ

プル左岸のウクライナとキエフがモスクワ大公国に併合され、ウクライナ

は二分されてしまう。ウクライナ併合はモスクワ大公国とポーランドとの

新たな戦争の引き金となった。戦争は1687年までの長期に亘り、特に西ウ

クライナはたびたび戦場となった。

　17世紀後半はこのように困難な時代であったがキエフのペチェールスカ

ヤ大修道院印刷所（通称キエフ印刷所）では書籍印刷が続けられ、その他に

も東ウクライナではノヴゴロド・セーヴェルスキイとチェルニーゴフで、

また西ウクライナではリヴォフおよびウネフで書籍印刷が行われた。

　　〈図1＞のもうひとつの特徴はウクライナ各地に存在した製紙工房の場

所が示されていることである。これらの中には後述するように印刷所の所

有となるものもあった。製紙工房もまた印刷所と同様に西ウクライナに集

中している。この図からウクライナでは16世紀後半から17世紀半ばまでに

ある程度の量の印刷用紙を同一の地方で調達できる条件が整っていたこと

が判る。これをモスクワの用紙事情と比較するとその違いが明瞭になる。
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　モスクワにおいては、紙は17世紀半ばすぎまで輸入品目であった。最初

の製紙工房は17世紀後半になってようやく総主教ニーコンの発意により誕

生するが、これはおそらくかれが推し進めた教会改革により奉神礼書を改

訂する必要性が生じたことと関連したものと考えられている。この製紙工

房はモスクワ南の郊外を西から東に流れモスクワ川に注ぐパフラ

　（naxpa）河畔に建設され1655年秋に稼動しはじめるが、翌春の増水で流

されてしまう。だが総主教庁は製紙工房を再建せず、その跡地は1660年に

国庫に没収される。跡地は1665年にオランダ人に貸し与えられて生産が再

開され、少なくとも1675年まで続けられる。二番目の国有の製紙工房は

1673年5月の勅令によりモスクワの東を流れてモスクワ川に注ぐヤウザ川

のほとりに建設される。その生産活動についての最初の報告は1674－1675
　　　　　　（注383）
年のことである。

　以上の概略をふまえ、本章ではまずリヴォフとオストロークにまたがる

イヴァン・フヨードロフの印刷活動にふれ、その後についてはほぼ地域別

にまとめて論ずることとしたい。ただし活動拠点が数ヶ所にまたがる移動

印刷所については別にひとつの節を設ける。

　なお、この時代のウクライナにおいては教会スラヴ語、ウクライナ語、

ポーランド語、ラテン語、アルメニア語等で出版が行われているが、本章

ではキリル文字（教会スラヴ語、ウクライナ語）による出版物について述べ

ることとしたい。

　おもな参考文献は本稿第5章の序で紹介した『400年史』『書物史』『書

籍：研究と資料』のほかにウクライナに関する次の文献が加わる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（ta382　
　イサエヴィチ著『初期印刷者の後継者たち』（1981年刊）。

　『フヨードロフ講座1973年：ウクライナにおける書籍印刷400年記念特
　　　　　（注384）
集号』（1976年刊）。

　『レーニン図書館所蔵のキリル文字で印刷された16－18世紀ウクライナ

古版本目録（全・巻）』第・一・巻（、976＿199。4翻以下rウクライナ古

版本目録』または『YK一ポジション番号』と略す。
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　『16－18世紀のリヴォフにおけるキリル文字出版物総目録』（1970
（注386）

年刊）。

　『レーニン図書館紀要』第3巻（1959年刊）／カーメネワ著「チェル
　　　　　　　　　　　　　　　（注387）
ニーゴフ印刷所、その活動と出版物」。

　第1節　イヴァン・フヨードロフの活動

　（1）リヴォフ：ウクライナ最初の印刷所

　フヨードロフはザブルドブからリヴォフに息子のイヴァンおよび弟子の

グリニ・イヴァノヴィチを伴い、必要最少限の印刷のための道具一父型、

字母、数セットの活字、オーナメント（装飾の図柄）の版木一だけを運
　　　　　　（注388）
んでやって来る。かれのリヴォフ滞在に関する最初の記録とされるのは次

のふたつ。第1は、1573年1月26日付でリヴォフの参事会がフヨードロフ

に対して印刷所での指物の作業のために助手を雇うことを許可した記
（注389）

録。第2はイヴァン・フヨードロフが1573年からリヴォフの市民アダム・
　　　　　　　　　　　（注390）
ボンダーリと交した契約書。こちらは日付が示されていないが、ウラジ

ミーロフの解釈は「年の始めから」と読み取ることができる。したがって

フヨードロフのリヴォフ到着は1573年1月26日あるいは年の始めよりも前

ということになるが、ネミローフスキイは『フヨードロフ伝」（p．137）で

1572年秋との見解を示し、ウラジミーロフは『書物史」（p．247）で1572年

末ないし1573年初頭としており両者の推測には隔たりがある。

　フヨードロフが新たな活動の場としてリヴォフを選んだ理由は定かでは

ない。しかしながらリヴォフは書籍印刷を始めるための次の条件を備えて

いたことが指摘されている。

　リヴォフはすでに1256年の年代記にその名があらわれる古くからの都市

で、そこには昔からウクライナ人、ポーランド人、ドイッ人、アルメニア

人、ユダヤ人、タタール人、ギリシア人などが住んでおり、ロシア人通り、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注391）
アルメニア人通り、ユダヤ人通りなどがあった。そしてこの都市は16世紀

中葉にはポーランド共和国、モスクワ大公国、クリミアおよびオスマン帝

　　　　　　　　　　　　　　一　6一
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国の各方面へと往来する商人と交易品の十字路であった。ロシアの商人た

ちはリヴォフの常客であった。またリヴォフの商人たちはモスクワ大公国
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注392）
にまで足をのばし、交易品の中には書籍も含まれていた。

　リヴォフ市民の主要な職業は手工業と商業であり、14世紀末には同職組

合（ッンフト）が結成されはじめていた。1612年の時点で同職組合は25種

類の職業の293人の親方を組織していた。リヴォフへは多数の手工業者た

ちがポーランドやドイツの都市から来ていた。そしてリヴォフは書籍印刷

誕生に必要な条件を備えていた。手工業者の中には、金属細工師、鋳物師、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注393）
指物師、貴金属・宝石細工師、絵師などが存在した。

　以上は全体的な状況だが、リヴォフにはさらに書籍印刷と結びつく技術

的な条件の存在が指摘されている。第1に、織物への捺染、壁紙や後には

ゲーム・カードの印刷も行われた版画の技法。第2は、ウクライナに確立

していた写本作りの伝統。フヨードロフが印刷所を創設した時代の西ウク

ライナには何人かの写本作りのマステルが働いていた。第3に、リヴォフ

には定期的に書籍商が訪れ、西欧の印刷所の出版物が大量にもたらされて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注394）
おり、書店も存在した。また製本工房もさかんであった。

　こうして見てくると、フヨードロフはムスチスラーヴェツが招かれた

ヴィルナとは反対方向にあり、可能性を秘めたリヴォフでの新規開拓を目

指したものと考えることが出来る。

　従来のフヨードロフの印刷活動は、モスクワでは国営の印刷所、ベラ

ルーシのザブルドブではホドケーヴィチ公の庇護のもとに行われており、

印刷所を運営するための経済面での苦労はなかった。その点でリヴォフに

おける印刷活動は、まず印刷所建設のための金策で方々に頭を下げて歩き

まわるところから始めなければならなかった。1574年刊『聖使徒経』への

フヨードロフ自身の「後書き」によれば、かれは高位聖職者を通じての資

金援助が得られず、リヴォフの富裕で高貴な階層の世俗の人々を訪ねては

足元にひれ伏し、涙を流して頼んだが、ロシア人にもギリシア人にも願い

を聞き入れてもらえなかった。ネミローフスキイの見解によれば、これは

　　　　　　　　　　　　　　一　7　一



時期が悪かったという。なぜならば、リヴォフでは1571年に大火災があり、

富裕な階層の人々は自分の建物の再建で手いっぱいで、印刷所建設への援

助どころではなかったのである。例えば、当時のリヴォフでのギリシア人

移民は強力かつ富裕で、その一員であるクレタ島出身のコンスタンチン・

コルニャクト（1517－1603）は1550年代に移り住んで綿布の交易で成功し

た人物だが、かれも「市場」広場の巨大な邸宅の建設に心を砕いてい
（注395）

た。

　こうした状況下でフヨードロフを援助したのは若干の地位の低い司祭た

ちと上流社会に属さない世俗の人々で、鞍師セミョーン・カレニコーヴィ

チや絵師ラヴレンチィ・プハラをはじめとするウクライナ人の職人たちで
　　（注396）

あった。その中でも特にセミョーンは700ズウォティという大金を貸し付

けてくれた。当時は雄牛が4ズウォティ、雌牛が2ズウォティで買え、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注397）
700ズウォティあれば「市場」広場の石造建築が買えたという。かれはま

た1577年にはフヨードロフがクラクフの製紙業者と連絡をとる手助けをし

ている。

　手工業者と商人の両面を兼ね備えたセミョーンは財をなしただけにとど

まらず、多方面にわたって活躍をしていた。かれはベラルーシやウクライ

ナの文化的・啓蒙的グループと密接な関係を保っており、クールプスキイ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注398）
公爵とも手紙のやりとりをし、ひとたびならず会っている。

　資金はどうにか調達できたものの、フヨードロフには同職組合というも

うひとつの難関が待ち受けていた。リヴォフにはそれまでに印刷者が存在

しなかったので印刷者の同職組合もなく、したがってフヨードロフがよそ

者を印刷工として雇うことを誰も禁止することは出来なかった。しかしな

がら印刷所の仕事を始めるためには指物師を必要とした。印刷機、植字用

のケース、活字を保管する箱を作るためである。ここで指物師の同職組合

が障害となった。規約により、よそ者の指物師を雇うことは堅く禁じられ

ていたからである。

　1573年1月26日、フヨードロフは市参事会に不服を申立てる。この申立

　　　　　　　　　　　　　　一　8一
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てに対して市参事会は同職組合長たちを支持した。それと同時に、フヨー

ドロフが必要な作業のために同職組合に赴き、親方の同意のもとに職人を

雇うことを認めた。しかしながら誰もフヨードロフに協力をしなかった。

そこで市参事会はクラクフの有名な印刷者マトヴェイ・ジベナイヘル

（MaTBefi　3K6eHafixep，？－1582年）とその使用人と思われるミコラ・プレン

ジナに助言を求めている。1573年1月31日、問合せに対する返事が届く。

その内容は、クラクフでは印刷者は指物の職人を家に置かず、必要な場合

に同職組合の親方のところへ行き、支払いと交換で職人の供給を受けると

いうものであった。これはフヨードロフにとって有利な証言であったが、

同職組合の態度は従前と変らなかった。市参事会がこの問題に結着をつけ

たのは1573年12月7日のことであった。裁定の内容は、フヨードロフが望

む場所で指物師を探す権利を有すること、ただしこの職人をリヴォフの同

職組合に登録すること、職人はフヨードロフが必要とする作業に限って仕
　　　　　　　　　　　　　（注399）
事が出来るというものであった。

　ところがフヨードロフはこの裁定を待たず、1573年2月25日に『聖使徒
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注400）
経』の印刷を開始し、1574年2月15日に終えている。フヨードロフがすべ

てを自分で準備したのか、秘密裡に指物師を雇うことが出来たのか定かで

はない。

　フヨードロフがリヴォフにおいて刊行したのは次の2点である。

　1．『聖使徒経j1574年刊。フォリオ判、279葉。（yK－t）

　2．『初等読本』1574年刊。8折判、40葉。

　『聖使徒経』はフヨードロフのモスクワの活字が使用されている。ルカ

の肖像が入った挿絵のアーチ型の枠は1564年刊モスクワ版『聖使徒経』

〈図2＞と同一だが、枠内のルカ像は新たに製作されたもの〈図3＞。

フォリオ判、279葉でウクライナおよびポーランドの用紙に印刷されてい
　　　　　　　　　　　　　　　（注401）
る。現存の確認は1985年の時点で95部。

　これまでに度々引用してきた同書の「後書き」は初期印刷者フヨードロ

フの活動についての唯一の貴重な証言である。ここにはモスクワからザブ
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〈図2＞1564年モスクワ版『聖使徒

　　　経』口絵のルカ像

　　　（A．A．シードロフ著『古代ロシ

　　　アの書物の版画』65頁より）

〈図3＞　1574年刊リヴォフ版「聖使徒

　　　経』口絵のルカ像

　　　（A．A．シードロフ著『古代ロシ

　　　アの書物の版画』99頁より）

ルドブ、ザブルドブからリヴォフへと移らざるを得なかった事情、そして

リヴォフで印刷活動を開始するまでの苦労が赤裸々に描かれており、16世

紀のロシア人が書いた散文としても高く評価されている。

　『初等読本』は『聖使徒経』と同時またはそれ以前に出版されたもの、

つまりウクライナにおける初めての刊本とみなされている。この1574年刊

のリヴォフ版『初等読本』に関してはいくつも興味深い研究がなされてい

るので多少長くはなるが以下に紹介しておきたい。

　リヴォフ以前のフヨードロフの出版物はすべて標題紙がないが、リヴォ

フ版『初等読本』も同様に標題紙がない。そのためリヴォフ版『初等読

本』は「アーズブカ」「ブクヴァーリ」「グラマチキヤ」と3通りの呼び方
　　　　　（注402）
がされている。
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　『初等読本』が出版された背景には、1569年のリュブリン連合が成立し

て以降急激に強まったカトリックからの抑圧に対する反発として、ギリシ

ア正教徒の間で学校教育、文学、芸術に関する出版物への要望の高まりが
　　（注403）
あった。

　リヴォフ版『初等読本』はこうした要望を反映して登場したキリル文字

で印刷された初めての教科書で、それと同時に教会スラヴ語で書かれた初

めての世俗的内容の出版物であった。

　8折判、40葉の小型本で、現存が確認されているのは2部のみ。そのい

ずれも今世紀になってから発見されている。

　最初の1部が「発見」されたのは1927年9月ローマでのこと。「発見」

したのは当時の有名な興行主で舞台芸術家のディアギレフ（Ceprθrt

naBn・Bfi9　AHrnneB，　1872・1929）。かれは晩年ロシアの稀観書と写本の収集に

熱中しており、ローマに小型本を探しに来て『初等読本』を購入する。当

初ディアギレフのこの『初等読本』に対する認識はすばらしい「稀槻書」

という段階にとどまっていたが、時とともにその重要性が認識されはじめ

る。1929年8月にディアギレフが没し、『初等読本』は友人のポリス・コ

チノに遺贈される。その後『初等読本』は代理人を通じてキルガー・ジュ

ニア（Bayard　L．　Kilg・ur，　Jr．）の手に渡り、さらにキルガー・ジュニアから

1953年にハーヴァード大学に寄贈されようやく安住の地を得る。

　1939年にディアギレフ没後10年を記念してパリにおいてロシア語版の伝

記が刊行され、翌1940年にはニューヨークで英語版の刊行があとに続く。

著者はロシア・バレー団の第一舞踏手であったリファール（Sergei　Lifar’，

ロシア名Cepreit　MnxaimoBug　JI吋apb，　t　905・1986）。リファールはこの伝記の中

でリヴォフ版『初等読本』について言及しているが、第二次世界大戦前夜

という状況の中で特に注意を向ける者はいなかった。

　1953年に『初等読本』の寄贈を受けたハーヴァード大学は1955年に詳細

な研究論文と『初等読本』の全ページのコピーを『ハーヴァード大学図書
　　　　　　　　（注404）
館紀要』で公表する。論文の著者は高名な言語学者ローマン・ヤコブソン
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（Roman　Jakobson，　t896・1982）で、ウィリアム・ジャクソン（William　A．

Jacks・n）が若干の補足を行っており、上述の経緯はこれらに基づくもので

ある。

　ところで両論文はさらに、ディアギレフが入手した『初等読本』はおそ

らくストローガノブ家のコレクションから出たものであろうとの興味深い
　　　　　　　（注406）
見解を示している。ストローガノブ家は16世紀に塩の採掘権を得て成功し、

後に鉄その他の金属の採掘も行った。また交易も手がけ16－20世紀にかけ

て隆盛を極めた。ストローガノブ家はすでに16世紀のうちにフヨードロフ

の刊本多数を含む最大級の個人蔵書を有していたことでも知られている。

　『初等読本』の前の所有者と目されているのはグリゴーリィ・セルゲー

エヴィチ・ストローガノブ（Fp頁rop曲CepreeB朋CTp・raH・B，1829・19tO）。か

れの父（Cepreit・Ppur・pneB・ig　CTp。raH・E，1794・1882）は政治家であると同時に

ペテルブルグ科学アカデミーの準会員でもあり、数多くの学者との交友関

係があった。かれはまた1825年に現モスクワ美術工芸大学の前身にあたる

ストローガノブ学校を設立したほか、教育及び文化面でも活躍した。父親

の縁でグレゴーリィは有名な歴史学者でペテルブルグ科学アカデミー会員

となるソロヴィヨーフ（Ceprert　MHxatin。Bng・Co」oBbeB，1820・1879）の教育を受

ける。長じて仕官し、中央アジアに派遣された際にはササン朝の壷を収集

しており、後にこれをエルミタージュに遺贈している。

　1860年代に退官したグリゴーリィは時間の半分をポドーリスクの所領で

過ごし、あとの半分をローマのシスティーナ通りにあるストローガノブ宮

殿で過した。ここには世界的に有名な美術品、写本、刊本のコレクション

があり、ポーランドの歴史家アシケナージをはじめ多くの文化人が出入り

をしていた。

　1910年にグリゴーリィが没し、コレクションは親族に相続される。しか

し、ロシア革命のさなかにかれの娘、孫、孫娘がポドーリスクの所領で殺

害され、コレクションは曾孫たちの所有となる。そして1920年に曾孫たち

の後見人がコレクションを処分するが、その先コレクションがどうなった
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かについては解明されていない。またディアギレフがどの代理人または書

店から購入したのかも判明していない。

　ディアギレフが入手した『初等読本』に残されている書き込みの特徴か

ら同書は17世紀にはイタリアに渡ったものと考えられている。したがって、

これは16世紀のストローガノブ家のコレクションから受け継がれたものと

いうよりは、グリゴーリィが1865－－1910年の間に入手したものと考えるほ

うが妥当であること。現在判っているのはこれらの状況証拠だけである。

　「ヤコブソン論文」が公表される前年、1954年10月30日付のソ連邦共産

党機関紙『プラウダ（真実の意）』はパリの国立図書館がリヴォフ版『初等

読本』を所蔵していると報じた。しかしこれは真実ではなかった。ハー

ヴァード大学からの問い合せに対してパリの国立図書館は館長名でリヴォ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注407）
フ版『初等読本』を所蔵していない旨の回答を送ってきたからである。

　リヴォフ版『初等読本』の2冊目の存在が明らかになったのは1984年の

こと。『大英図書館雑誌』第10巻（1984）第1号（春季）掲載のクリス
　　　　　　　　　（注408）
ティーン・トーマス論文が大英図書館の「最近」の新収資料として紹介し

たもの。

　大英図書館が入手したリヴォフ版『初等読本』は1637年にモスクワで

ブールッォフにより刊行された『初等読本』と合わせて1冊に製本されて

いる。その背が18世紀イギリスの製本の特徴を備えているところから、18

世紀末までにイギリスに到着していたものと考えられている。そしてその

時点から1982年に大英図書館が入手可能となるまでの期間は個人の所有と

なっていた。

　1637年刊のモスクワ版『初等読本』については本稿第3章第2節ですで

に紹介したように、ロシアで初めて世俗的な主題の挿絵が入った出版物と

して広く知られている。大英図書館が入手したものは2葉の欠落があるが、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注409）
それを補って余りある貴重な書き込みが残されている。

　書き込みには、ジョン・ヘブドン卿とジョージ・フークというふたりの

17世紀イギリス人の名前がある。ジョン・ヘブドンは皇帝アレクセイ

　　　　　　　　　　　　　　ー13一



（1629－1676、在位1645－1676）およびチャールズ2世（1630－1685、在位
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注410）
1660－1685）の時代に英露間の貿易・外交で顕著な役割を果した人物。ジ

ョージ・フークの人物像は明確にはなっていない。しかしながら書き込み

から判断して、ヘブドンがフークに『初等読本』を贈ったものと考えられ

ている。イギリスでは1696年にH．W．ルドルフの編纂により初めての

『ロシア語文法』が刊行されるが、それまでの時代はロシア語を必要とす

る商人や通訳、外交官にとって『初等読本』は貴重な教科書であり、実用

書であった。また、その事情は他の国においても同様であった。

　（2）オストローク：最後の活動の地

　1575年の初めにフヨードロフはリヴォフをあとにする。そしてオスト

ローシスキイ公のもとへ向う。

　コンスタンチン・コンスタンチノヴィチ・オストローシスキイ公

（K。H。TaHTHH　KoHcTaHruHoB、ig　OeTpo）、ceKga，　t526・1608）は父親から100町、

1，300村、10修道院を擁する土地200万モルク（1モルクは約％ヘクタール）

という彪大な遺産を相続している。

　父コンスタンチン・イヴァノヴィチ・オストローシスキイ（K・HCTaHTHH

MBaH・B朋　OcTP・m。KMit，　t46t・1530）は、1527年にカーメネツ近郊の戦闘でタ

タールの軍団を撃滅して25，000人を捕虜とし、40，000人の奴隷を解放した
　（注411）

人物。

　オストローシスキイ公はこの父の名声と富を背景にして、ポーランドの

支配、とくに宗教面で従属しなかった。しかしながらかれの宗教に対する

態度については研究者の間で評価が大きく分かれている。この違いはおの

ずからかれの一連の行動への評価にも連なっている。

　ウラジミーロフによれば、オストローシスキイ公は教会合同派との闘い

におけるF．A．ホドケーヴィチ公の盟友であった。そしてかれはオスト

ロークにある自分の邸宅内に正教の書籍印刷の源を創設した。また1576年

頃に設立されたオストローク・アカデミーはイエズス会と論争できる人材

を育成することを目的とした。アカデミーでは自由学芸三学（文法、修辞、
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弁証）、四科（算術、幾何、天文、音楽）および教会スラヴ語、ギリシア語、

ラテン語の講義が行われた。さらに、アカデミーに文献を供給し、ウクラ

イナの社会と正教会の書物に対する需要を満たすために印刷所が必要とな
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注412）
り、印刷所建設のためにフヨードロフが招かれた。

　イサエヴィチの評価ではオストローク・アカデミーの水準はウクライナ

にあるそれまでのどの学校よりも上であった。先生として招かれた人々は、

当時のウクライナの文化的活動を語るうえで欠くことの出来ないゲラシ

ム・スモトリッキイ（メレティ・スモトリッキイの父親）をはじめ、チモ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注413）
フェイ・ミハイロヴィチ、ワシーリィ・スラージスキイその他がいた。

　一方、ミネローフスキイの見解では、オストローシスキイ公はカトリッ

クに対する確固たる闘士ではなかった。その論拠としてミネローフスキイ

は次のような事例を挙げている。

　オストローシスキイ公はクラクフの城代の娘ゾフィヤ・タルノフスカヤ

と結婚するが、信仰に関しては彼女の自由を認めている。そして息子のヤ

ヌシはカトリックの信仰のもとで育てられている。娘のうちのひとりはカ

ルヴァン派のクリストフォル・ラドヴィラと、そして他の娘はアリウス派

の擁護者ヤン・キシカと結婚している。またオストローシスキイ公は自分

の宮殿で様々な信仰の人々と会っており、さらにはローマ教皇グレゴリウ

ス13世やコンスタンチノープル総主教イエレミィとも手紙のやりとりをし
　　（注414）
ていた。

　このオストローシスキイ公に対してフヨードロフを招くよう勧めたのは

クールプスキイ公爵と考えられている。クールプスキイはロシア脱出後、

ポーランド国王ジィグムント2世アウグスト（1520－1572、在位

1548－1572）からウクライナのヴォルイニ地方に領地を与えられている。

それは、城砦のある都市コーヴェリ、都会型大村落のヴィージヴァとミ

リャノヴィチ、そして28村を含む。亡命後のかれの人間関係について見る

と、その幅広さは地理的にも拡がりを持っており、新たな地での生活ぶり

が伝わってくる。それらの人々の中には、キエフのペチェールスカヤ大修
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道院の長老ヴァシアン、フヨードロフに資金援助をしたリヴォフの鞍師セ

ミョーン・カレニコーヴィチ、ヴィルナのマモーニチ印刷所の経営者のひ

とりであるクジマ・マモーニチ、ヴォルイニ地方のマグナート（大土地所
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注415）
有の上層貴族）チャプリチャなどの名がある。

　クールプスキイは自分の所領であるミリャノヴィチに、ラテン語、ギリ

シア語、教会スラヴ語、ポーランド語の書籍から成る大きな蔵書を持って

おり、その中には古典古代の有名な著述家たちの哲学や自然科学の著作が

含まれていたという。かれはまた当時の重要な問題であった宗教改革運動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注416）
の文献も知っていたが、改革派に対しては否定的であった。この蔵書構成

と博識からしてクールプスキイは16世紀後半のロシア人としては最大の知

識人ということが出来る。

　クールプスキイとフヨードロフの接触の証しとなるものはないため研究

者の間では意見が分かれている。ネミローフスキイは、1564年にクールプ

スキイがロシアから逃亡する以前の時代に、モスクワにおいてふたりは面

識があったものと考えている。その根拠として、クールプスキイが選良会

議（1549－1560年にイヴァン4世のもとに置かれた非公式な最高政策決定機関）

の中心メンバーであったこと、その選良会議はモスクワで最初の印刷所の
　　　　　　　　　　　　（注418）
源であったことを挙げている。

　オストロークに到着したフヨードロフはすぐには印刷活動にとりかかっ

ていない。かれはリヴォフからオストロークに来る際に印刷のための道具

も材料も運んでこなかった。すべてを借金の担保として置いてこなければ
　　　　　　　　　　（注419）
ならなかったからである。

　フヨードロフはオストローシスキイ公の命によりオストロークの西方

20㎞にあるデルマニ修道院の管理者としてこの地に赴いている。デルマニ

修道院は15世紀前半にワシーリィ・フヨードロヴィチ・オストローシス

キイ・クラースヌィによって創建され、近隣の5つの村を領有するウクラ

イナで最も豊かな修道院のうちのひとつであった。当時ひんぱんにあった

タタール人たちの襲撃に備えて、周囲には高い塀と深い堀がめぐらされ、
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堀には跳ね橋が見張り塔の方に引き上げられるように掛けられており、武
　　　　　　　　（注420）
器も蓄えられていた。

　フヨードロフはデルマニに1575年春からおそらく1576年の晩秋まで滞在

した。かれのデルマニでの職責は修道院の所領である5ヶ村の管理を含む

多様なものであった。1576年9月にデルマニを去ったあともフヨードロフ

はこの職務から完全には解放されていない。

　ウラジミーロフはオストローシスキイ公がフヨードロフをデルマニに派

遣した目的として、上記の職務以外に1581年にオストロークで刊行された

聖書の刊行準備作業と関連があるものとみている。その理由として、デル

マニ修道院には少なからぬ蔵書があったこと、修道士たちの中に聖書学者

がおり、かれらがフヨードロフの聖書校閲を手伝うことが可能であったこ

と、また修道士たちはバルカン地方やコンスタンチノープルと結びつきを

保っていて、フヨードロフがそれらの地で刊行準備のために聖書の原本探

しを手助けすることが出来たことなどを挙げている。さらにもうひとつの

側面として、管理者としての収入がその後の印刷所建設と聖書刊行を可能
　　　　　　　　　　　（注421）
にしたことにもふれている。

　フヨードロフはおそらく晩秋にはオストロークに移っている。オスト

ロークは1528年に国王ジィグムント1世スターリ（1467－1548、在位

1506－1548）からマグデブルグ法（都市および市民の自由と自治を定めた中世都

市法）を授けられた都市で、城壁に囲まれており、その中に1577年の時点

でおよそ100棟の建物と5つの教会が存在した。城内への通行は4ヶ所の

門を通じてのみ可能であった。住民は手工業者たちで、かれらは鍛冶屋、

仕立屋、大工、焼物師（または陶工）、鞍師その他の同職組合に組織されて
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注422）
いた。ちなみに17世紀初頭の人口は約5千人。オストローク印刷所は宮殿

の近くに建設された。

　フヨードロフがオストロークにおいて刊行したのは下記の5点である。

　1．　『初等読本j1578年刊。

　　　　　　　　　　けい　2．　『新約聖書・聖詠経付き』1580年刊。
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　3．チモフェイ・ミハイロヴィチ著『最も必要な事柄集』1580年刊。

　4．オストローク版『聖書』1581年刊。

　5．アンドレイ・ルイムシャ著『年表』1581年刊。

　以下、それぞれについて少し詳しく説明を加えることとしたい。

　1．　『初等読本』1578年刊。8折判、［58］葉。

　この1578年刊『初等読本』の存在が知られるようになったのは第二次世

界大戦後のこと。終戦後まもなく、コペンハーゲンの王立図書館で標題紙

とはじめの部分、そして最終葉が欠落した『初等読本jが発見される。当

時のソ連邦の代表的な書誌学者ジョールノワが活字とオーナメントの詳細

な分析を行い、この『初等読本』はフヨードロフの手になるもので、リ

ヴォフよりも後、すなわちオストロークで刊行されたものとの結論が出さ

れた。ジョールノワによるこの結論は、より完全に近いもう1冊の発見に

よって正しいことが証明される。

　もう1冊の存在に初めてふれたのは1961年にベルリンで刊行されたヘル
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注423）
ムート・クラウス編『ゴータ市図書館所蔵スラヴ研究文献目録』であった。

しかしながら取り扱いが小さかったことに加えて出版部数が少なかったた

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注424）
め、ソ連邦をはじめドイッ国外の研究者の目にふれることはなかった。

　クラウスによる発見が世に知られるようになったのは1968年の『スラヴ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注425）
学雑誌』第4号にグラスホフとシモンズの共同論文が発表されてからで

あった。翌1969年には『ベルリン・ドイッ科学アカデミー紀要』が解説の

論文とともに『初等読本』全ページのコピーを掲載。さらに1983年にモス

クワで『初等読本』のファクシミリ版が刊行される。

　ゴータ市図書館所蔵の1578年刊『初等読本』は、残された書き込みをも

とにした研究により所有者の変遷がかなり明らかになっている。

　最初の所有者はドイツ人東洋学者で多言語に通暁したエリアス・ヒュッ

ター（Elias　Hutter，　t583／844606？）。かれは1579年からドレスデンの宮殿に

滞在し、ザクセン選帝侯アウグスト（August，　t526・1586、在位1553－1586）の

ヘブライ語の教師をしている。かれが『初等読本jを入手したのは1583年。

　　　　　　　　　　　　　　－18一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロシアにおける書籍印刷（第4回）

この年、ヒュッターはドレスデンを離れ、リューベックを経てニュルンベ

ルクへ向う。ネミローフスキイの推論では、フヨードロフ自身がドレスデ

ンを訪れた可能性があり、その際に直接手渡したのではないかという。

フヨードロフがアウグスト宛に書いた1583年6月23日付の手紙の中で、訪

問の意志を表明していることが推論の根拠となっている。ただしこの手紙

に対するアウグストからの返事も、フヨードロフのドレスデン来訪を証明

　　　　　　　　　　　　　　　　　（注427）
するなんらかの記録も発見されてはいない。

　2番目の所有者と考えられているのはニュルンベルク出身の文献学者お

よび数学者のダニエル・シュヴェンター（Daniel　Schwenter，　t585・1636）。『初

等読本』にはかれに関連した書き込みはないが、他の文献にかれが『初等

読本』と思しきリュッターの旧蔵書を所有していた旨の言及があり、これ

に依拠しての推定である。シュヴェンターはリュッターのもとで、ヘブラ

イ語、カルデア（バビロニァ）語、シリア語の教えを受け、1608年にはす

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注428）
でにアルトドルフでギムナジウムのヘブライ語の教授となっている。

　3番目の所有者は書き込みが残されているヨハン・エルンスト・ゲアハ

ルト0・hann　Ernst　Gerhard，　t62t・1668）。かれは勉学を続けるために滞在し

ていたアルトドルフで1641年8月に『初等読本』を入手している。

　ゲアハルトは1668年に没し、その10年後にフリードリヒ1世が4番目の

所有者となる。『初等読本』はゴータのフリーデンシュタイン城に運ばれ、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注429）
現在は図書館となっている同城内に保管されている。

　ゴータ市図書館所蔵の『初等読本』〈図4＞は54葉で、木の板に皮を

張った17世紀後半の装丁がほどこされている。フヨードロフの丁合いの特

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注430）
徴から見て、本来は58葉だったものと考えられている。1ページのサイズ

は15．8×9．5cm、版面は12．8×6．5cm。

　この『初等読本』は第2葉裏ページから8葉表ページまでのダブルコラ

ムの左側にギリシア語、右側に教会スラヴ語が併記されている。これはギ

リシア語の勉強を始める生徒たちの学習用である。こうした構成のため同

書ではキリル文字4種類、ギリシア文字2種類の活字が使用されている。
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　　〈図4＞1578年刊　　“　版『初等読本」標題紙

　　　　　　（ベルリン・ドイッ科学アカデミー紀要。

　　　　　　1969，Nr．2．　TAFEL　Iより）

イストロ！ク

　なお、1984年の夏、レーニ

ン図書館において点検の際に

1578年刊『初等読本』の断片

（第3葉一第6葉）が発見され
　　（注431）
ている。

　2．　『新約聖書・聖詠経付

き』1580年刊。8折判、494

葉（yK・2）。

　初めて書誌で言及されたの

は1813年のこと。1974年まで

に48ヶ所56部、さらに1983年

までに21部、計77部の現存が

確認されている。ウクライナ

科学アカデミーのリヴォフ学

術図書館が所蔵する『新約聖

書・聖詠経付き』のサイズは

15．2×8．7cm、版面は12．2×
　　（注432）

5．5cm。このサイズから判断

して、同書は奉神礼のための

ものではなく、ポーランド共

和国の中で正教の信仰を貫いているウクライナ人、ベラルーシ人、ロシア
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注433）
人が家庭で読むための普及版とみなされている。

　イサエヴィチの研究によれば、書き込みの中には後述するリヴォフ兄弟

団創立者のひとりであるイヴァン・ロガチーンツァ（ペテルブルグの国立公

共図書館改めロシア国立図書館所蔵）、キエフ府主教ピョートル・モギーラ

（モスクワの国立歴史博物館所蔵）をはじめ著名な人物の所有を示すものが
　　　　　（注434＞
残されている。

　また現存する『新約聖書・聖詠経付き』の中で、少数ではあるが次項で

　　　　　　　　　　　　　　　一20一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロシアにおける書籍印刷（第4回）

紹介するチモフェイ・ミハイロヴィチ著『最も必要な事柄集」が一緒に製
　　　　　　　　　　　　　　　（注435）
本されているものが見られるという。

　3．チモフェイ・ミハイロヴィチ著『最も必要な事柄集』1580年刊。8

折判、53葉。

　正式な標題は『新約聖書の中で簡単に探し出すための最も必要な事柄

集」。これは上述した『新約聖書・聖詠経付き』への別刷りの索引で、東

スラヴの書誌学上初めてのアルファベット順事項索引。新約聖書および聖

詠経から集められた成句と語結合に具体的な章、書き出し、カフィズマ

（聖詠経の詩篇150篇を20に分けたそのひとつ）が示されている。サイズは版

面12．2×5．5cmで『新約聖書・聖詠経付き』と同じ。

　この索引についての初めての言及は1818年のこと。1974年までに14部の

現存が確認され、その後1983年までにもう1部発見されてい砦36）

　4．『聖書』1581年刊。フォリオ判、628葉。（yK・3）

　教会スラヴ語による聖書全体の初めての刊行。ネミローフスキイは

『フヨードロフ伝」（p．185）で日本の天理図書館の所蔵についてふれては

いないものの、1985年までに旧ソ連邦内および欧米の各地で275部の所在

が確認されていることにふれている。これは16世紀の出版物としては非常

に多い現存部数である。推定印刷部数は1，500部またはそれ以上。

　ウクライナの国立リヴォフ歴史博物館の所蔵本によれば、サイズは30．9
　　　　　　　　　　　　（注437）
×20．2㎝、版面25．5×13．6cm。50行、2段組。

　挿絵は標題紙の裏面にコンスタンチン・オストローシスキイ公の紋章、

最終葉裏面にイヴァン・フヨードロフ印刷所のマークがあるだけで、聖書

の内容を表わすものはない。

　オーナメント（装飾の図柄）は、イニシァル（装飾頭字）が113の版木か

ら1，394、ザスタフカ（章などの初めに使うページ幅の花形飾り）が16の版木

から81、コンツォフカ（章末や巻末の飾り）が18の版木から69箇所の多数に

のぼる。これらのオーナメントにはフヨードロフが以前の出版物に使用し

た版木も含まれている。標題紙の囲み飾りは1564年刊モスクワ版『聖使徒
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経』および1574年刊リヴォフ版『聖使徒経』と同一のものが使われている。

その他に1574年刊リヴォフ版『初等読本』、1570年刊ザブルドブ版『聖詠

経・小時課経付き」などの版木も使われている。

　このオストローク版『聖書』は複数の出版事項を持つことでも知られて

いる。ひとつは1580年7月12日刊行の奥書きで、もうひとつは1581年8月
　　　　　　　（注438）
12日刊行の奥書き。またジョールノワの解説を引用した『ウクライナ古版

本目鋤第1巻（p．12）の注釈によれば、標題紙は調査した27点すべての

刊年が1581年となっていること、そのほかに多数の異文または異刷が見ら

れるが、それらが直ちに2つの版の聖書が存在するという結論にはならな

いことを述べている。

　複数の出版事項が生じた理由についてウラジミーロフは『書物史』（p．

254）で次のように述べている：「当初1580年7月12日の刊行を目指した

が編集作業に思いのほか手間どり、その上すでに印刷した部分に誤りが見

られた。そのため刊行は延期され、新たな日付が設定された。しかしなが

ら最初の1580年7月12日付の奥書きが1581年8月12日付の奥書きと差換え

られないまま出回ったものがあった」。

　すでに述べたようにこの『聖劃の出版準備は印刷所が建設される以前

から行われていたものと考えられている。オストローク版『聖書』の基礎

になったのは、本稿第3章第3節で前述した1499年にノヴゴロドのゲン

ナージィ大主教の発意により編纂された写本の聖書。これは当時大使とし

てモスクワに赴いたリトワ大公国の書記官ミハイル・ボグダノヴィチ・ガ

ラブルダがイヴァン4世（雷帝）から贈られ、リトワに持ち帰ってオスト
　　　　　　　　　　　　　　（注439）
ローシスキイ公に持たらしたもの。そのほかにもオストローシスキイ公は

正確な原本を探すために、ギリシア、バルカン、セルビア各地の修道院、

さらにはクレタ島やローマ、そしてコンスタンチノープル総主教イエレ

ミィのもとにまで手紙や使者を送っている。こうして入手した聖書も参考

にされている。この探索にはフヨードロフも加わっていたものと考えられ

ている。

　　　　　　　　　　　　　　　－22一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロシアにおける書籍印刷（第4回）

　印刷にとりかかる段階では数多くの材料の調達が必要であったが、とり

わけ用紙の確保が大きな問題であった。フヨードロフの印刷物に使用され

た紙の透かし模様の研究によれば、調査対象となった46部の中に157タイ

プの透かし模様が見られ、「斧」を象ったものが27タイプと最も多い。『オ

ストローク聖書』21部では83タイプの透かし模様があり、そのうち「斧」
　　　　（注440）
は22タイプ。当時「斧」の透かし模様の紙はクラクフ近くのクシェショ

ヴィツェ、テンチネク、そしておそらくはリュブリンでも作られていた。

フヨードロフがオストロークで仕事をしていた1578－1581年の間に度々リ

ヴォフやルツク、そしておそらくはクラクフへも紙と必要な物品を買い付
　　　　　　　　　　　　　　　（注441）
けに出かけたものと推測されている。

　完成したオストローク版『聖書』のうち数冊がイヴァン4世に贈られ、

そのうちの1冊がイヴァン4世から当時モスクワに滞在していたイギリス

人ジェローム・ホーシーUerome　H・rsey，？・t626以降）に贈られる。1989年

の時点で大英図書館はオストローク版『聖書』を2冊所蔵している。その

うちの1冊は1580年の奥書きだが、もう1冊には1580年と1581年両方の奥

書きが付いており、後者はジェローム・ホーシーがイヴァン4世から贈ら
　　　　　　　　　　　　（注442）
れた『聖書』そのものである。

　フヨードロフの死後、完成品の『聖書」とは別に未完製品が残される。

その約半数の38冊が買い取られ、1595年頃にヴィルナのマモーニチ印刷所

で補完部分が印刷されている。

　なお1663年に、オストローク版『聖書』を底本にしてモスクワにおいて

ロシアで初めて教会スラヴ語訳『聖書』（本編第3章第2節に「ロシア語訳」

とあるのは誤りにつき訂正）が刊行される。

　5．アンドレイ・ルイムシ著『年表』1581年刊。1葉。

　『年表』は通称で、正式名称は『その昔いずれの月に何があったかの簡

単な叙述』。

　東スラヴで初めて印刷された「暦」と呼ばれているが、現在の日常生活

の中にある暦とはかなりかけ離れている。

　　　　　　　　　　　　　　－23一



　この印刷物は1葉のみで、標題のあとに当時の新年である9月の名称が、

ラテン語、古代ヘブライ語、ウクライナ語で示され、その下に2行詩が配

されている。この2行詩はその昔9月に起ったとされる出来事の中で著者

が最も重要と思うことを詠んでいる。以下、10月から年の終りの8月まで

同じ形式で続く。そして最後に1581年5月5日、オストローク、そして著

者名アンドレイ・ルイムシと記されている。印刷者名はない。

　ネミローフスキイの見解によれば、フヨードロフはこうした小さな印刷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注443）
物を他にも手がけており、『年表』はそれらの中のひとつという。しかし

ながら他の印刷物は何も伝わっていない。

　現存する『年表」はペテルブルグのロシア国立図書館所蔵の1点のみ。

　フヨードロフは『聖書』の印刷が終った翌1582年の末にオストロークを

去っている。その理由は未だに解明されていない。その原因としてオスト
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注444）
ローシスキイ公との「けんか説」が最も多く語られているという。

　その後フヨードロフは印刷を行っていない。1583年12月5日にリヴォフ

で没するが、それまでの2年余の期間にいくつかの出来ごとが記録されて

いる。

　第1は、1582年3月19日に弟子のグリニ・イヴァノヴィチをリヴォフで

裁判所に訴えたこと。理由はグリニ・イヴァノヴィチがフヨードロフとの

契約を破ってヴィルナのマモーニチ印刷所で活字作りをしたことにある。

この訴訟は1583年2月26日に和解が成立している。フヨードロフがグリ

ニ・イヴァノヴィチの独立のために援助を約束したとされるが、弟子のぞ
　　　　　　　　　　　　（注445）
の後の消息は伝わっていない。

　第2は、フヨードロフが自らの武器作りの技術を売り込んでいることで

ある。まず、1583年1月にクラクフにおいて小型の大砲1門を鋳造して代

償の金子を受け取っているが、それだけで終っている。さらに同年2月26

日から7月23日までの間にウィーンに赴き、皇帝ルドルフの宮殿において

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注446）
自作の武器を売り込んでいるが、これは不成功に終っている。また同年7

月23日に選帝侯アウグストに手紙を書いているが、返事の手紙もフヨード

　　　　　　　　　　　　　　ー24一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロシアにおける書籍印刷（第4回）

ロブのドレスデン来訪の記録も残っていない。

　モスクワに始まり、ベラルーシ、ウクライナにまたがって初期印刷者と

して活躍したフヨードロフではあったが、武器作りのマステルとして名を

成すには至らなかった。

　なお、フヨードロフの印刷所その他の遺産の行方については複雑で長い

経過をたどることになるのでここではふれない。

　第2節オストローク印刷所

　フヨードロフ没後のオストロークにはかれの同僚たちが残っていた。そ

の中にはアカデミーの校長であるゲラシム・スモトリッキイがいた。印刷

所の責任者は、おそらく、ワシーリィ・スラージスキイであった。かれら

が行った出版活動はフヨードロフの時代と違い、その姿勢は戦闘的であり、

書物の内容は論争的であった。それだけにカトリックからの抑圧も激しく、

活動停止や移転を余儀なくされることが続いた。

　イサエヴィチの研究によれば、『聖書』刊行後の数年間は何点かの『初

等読本』（そのうち2点は判明している）、その他に多分『小時課経』、文書、

公文書の用紙などを印刷していたという。だが1587年を境に論争的書物が

登場するようになる。

　以下、タイトル毎に簡単な解説を加えながらオストローク印刷所の変遷

を辿ることとしたい。

　（1）活動初期

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注447）
　1．ゲラシム・スモトリツキイ著『天国の鍵』1587年刊。

　当時のウクライナ語で印刷された最初の出版物。導入部でカトリックへ

の反撃の必要性を強調しているという。『カラターエフの記述目録1『ウン

ドーリスキイの編年目録』および『ウクライナ古版本目録1には記載され

ていないが、『初期印刷者の後継者たち』の中（p．9）で紹介されている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注448）
　2．　『ローマの新暦』1587年刊。4折判、10葉。

　『カラターエフの記述目録』（Nol16）によれば、1582年にローマ教皇グ

　　　　　　　　　　　　　　ー25一



レゴリウス13世がそれまでのユリウス暦にかえて新たに制定した暦（グレ

ゴリウス暦）に関する正教徒側からの書。かつてウィーンの帝室文庫が所

蔵していたと伝えられているが、カラターエフ自身は現物を見ていない。

オストローク・アカデミーで記され、ゲラシム・スモトリツキイにより出

版された。「アラビア語を知っている者には一層よく理解できる」との付

記がある。

　3．ワシーリィ・スラージスキイ編著『論集』1588年よりも早くない刊

行。8折判、345葉。（yK－4）

　「唯一の真のギリシア正教の信仰について」を始めとする6篇から成る。

教会スラヴ語で書かれた初めての論争書で、カトリックとの論争を第一義

的な目的としており、プロテスタントとの論争は第二義的なものであった。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注449）
ロシアの写本、とくにマクシム・グレークの著作を幅広く利用している。

　この出版のあと、オストローク印刷所は1594年まで活動を中断している。

原因は不明である。

　4．大ワシーリィ著『精進についての書』1594年。フォリオ判、604葉。

（yK・7）

　活動中断期間に準備されていた、オストローク版『聖書』刊行以来の大

部な書。大ワシーリィ（Bασ・λεe・f　6　Mεγαf，　329・375）はカッパドキアのケサリ

ア生れで、ケサリア大主教になった人物。

　ジョールノワの研究によれば、活字およびイニシャル（装飾頭字）はム

スチスラーヴェツのもので、ムスチスラーヴェツ自身またはかれの弟子が
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注450）
オストロークで働いていたであろうとの推定をしている。

　5．イオアン・ズラトウースト著『真珠』1595年刊。4折判、545葉。

（yK・8）。

　イオアン・ズラトウースト（金口聖ヨハネ）の説教集で、本稿第5章第

2節において紹介した論集と同様に、クールプスキイ公爵のグループが翻

訳監修した原本を使用している。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロシアにおける書籍印刷（第4回）

　このような大部な書籍の相次ぐ刊行はオストロークの学術・出版の可能

性を確かなものとした。そして1594－1595年にはかれらは自前の製紙工房

を持つまでになっていた。しかしながらこの成功はやがて新たなる宗教的

迫害を招くことになる。

　　　　　　　　　　　　　　　　　アポクリシス
　6．クリストフォロ・フィラレート著『返答または反論11597年よりも

早くない刊行。4折判、222葉。（yK・9）。

　クリストフォロ・フィラレートはペンネームで、フィラレートは「真実

を愛する者」の意。出版地は記されていない。

　同書は1597年または1598年にクラクフにおいてポーランド語で刊行され

た著作のウクライナ語訳。

　1596年、ブレストで行われた教会会議において教会合同が確認され、

ポーランド共和国内の正教会は帰一教会となった。そして翌1597年にクラ

クフの印刷所からピョートル・スカルガのポーランド語の著作『ブレスト

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アポクリシス
教会会議の記述とその防衛』が刊行される。　『返答または反論』はこの教

会合同派のスカルガの著作に対する反論の書。

　7．ワシーリィ・スラージスキイ編『十編から成る書』1598年6月刊。

8折判、144葉。（YK・10）

　メレティ・ピガスの手紙8通、オストローシスキイ公の手紙1通、そし

てイヴァン・ヴィシェンスキイがオストローシスキイ公に宛てた手紙1通

が収められている。

　メレティ・ピガス（Mελετ‘（rc　6　nηγαg　1535／1540・1601）はクレタ島生れ。

イタリアのヴェネツィアとパドヴァで学び、キレナ（現シリア領）の府主

教を経て、1590年からアレキサンドリアの総主教となった人物。またイ

ヴァン・ヴィシェンスキイは当時のウクライナの優れた文筆家。

　8．ワシーリィ・スラージスキイ編著『正教の真の命のきまりごと（聖

詠経・補足付き）』1598年12月刊。8折判、494葉。（yK－tt）

　序論においてワシーリィ・スラージスキイが、特に「新しい暦」の問題
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注451）
でカトリックに対して再び論争を挑んでいる。
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　　　オトピス
　9．『返書』1598年刊。4折判、57葉。出版地は記されていない。（yK・t2）

　教会合同派の教宣活動家イパチィ・ポチェイからオストローシスキイ公

に来た手紙への反論の書。

イサエヴィチによれば1598年にはこの他に10．『時課経』と11．『初等読

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アポクリシス
本』が刊行されているという。したがって1598年に『返答または反論』を

含めるとこの年だけで6点を刊行したことになり、そのうちの4点が程度

の差こそあれ論争的な著作であった。

　だが、この出版活動の高揚の直後にオストローク印刷所は再び活動を中

断する。教会合同に反対する積極的な活動家への迫害は熾烈で、ニキフォ

ル・パラスヘスはマリボールスカヤ要塞において獄死している。
　　　　　　けい　　　　　　　　　　　　　　　　（注452）
　12．　『時課経』1602年刊。4折判、176葉。

　16世紀末から17世紀初めにかけてのオストローク印刷所の出版物はこの

『時課経」1点だけで、それも現存するのは1部のみである。

　（2）デルマニ修道院へ

　1602年に『時課経』を刊行した直後に、オストローク印刷所はデルマニ

修道院へ移転する。それはオストローシスキイ公の身辺の事情に起因する

ものであった。1602年にオストローシスキイ公はふたりの息子たち、アレ

クサンドルとヤーヌシへのオストロークの分与の準備をしていた。しかも、

そのヤーヌシがイエズス会の教え子であったところから印刷所はそれまで

のように自由に活動することは困難になり始めていた。その点、デルマニ

修道院は前述の通りすでに印刷活動の準備が行われていたことから、移転

するにはうってつけの場所であった。そのうえ、デルマニ修道院の庇護者

であるオストローシスキイ公が1602年に発した文書によりデルマニ修道院

は修道士たちの生活の場とされ、また教会スラヴ語、ギリシア語、ラテン

語の修得の場とされた。さらに、この文書によりデルマニ修道院と移転し

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注453）
た印刷所は、カトリック教徒である息子たちの抑圧から守られていた。

　デルマニでの出版活動には、後にルック並びにオストロークの主教とな

るイサキイ・ボリスコヴィチ（M。aKtm　B・pmK・BHq）、そしてイヴァン・ヴィ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロシアにおける書籍印刷（第4回）

シェンスキイと親しいイオフ・クニャギニーッキイ（MOB　K朋rnHmlKmi）が

加わる。印刷所の指導者はデミヤン・ナリヴァイコであった。

　デルマニ修道院で刊行されたことが明らかなのは次の2点。『ウクライ

ナ古版本目録』では印刷所名はオストローク印刷所ではなくデルマニ修道

院印刷所と記されている。

　　　　　　けい
　13．『八調経」1604年刊。フォリオ判、336葉。（yK・t4）

　『八調経』の標題紙には印刷開始日（1603年4月12日）、そして後書きに

刷了日（1604年9月12日）が記されている。後書きにはさらにオストローシ

スキイ公の息子アレクサンドルが1603年12月2日に逝去したことが記され

ている。装飾にはフヨードロフとムスチスラーヴェツの版木が使われてい

る。

　14．メレティ・ピガス著『司教イパチィ・ポチェイへの手紙』1605年

刊。4折判、41葉。（yK・t5）

　この手紙はアレキサンドリア総主教メレティ・ピガスが1599年10月15日

にエジプトで書いたもの。原文はギリシア語で書かれているが、イオフ・

ボレツキイによりウクライナ語に翻訳されている。

　『司教イパチィ・ポチェイへの手紙』の標題とされる部分にはさらに

「この時点では将来のウラジーミル司教」との但し書きがあるが、下記の

『キリスト教百科』による経歴とは差異がある。

　イパチィ・ポチェイは本稿第5章第2節（5）項で既述の通り教会合同派の

教宣活動家で、『キリスト教百科』（第1巻、p．641）によれば1594年に伴侶

を亡くして修道士となり、ウクライナのヴォルイニ地方にあるウラジーミ

ルの司教となっている。またこれより2年前、かれはウクライナの他の4

人の司教たちと共に、カトリック教会とウクライナの正教会の合同に関す

る秘密の決議に署名している。そして1595年にはオストローク司教キリッ

ロ・デルレッキイと共にローマ教皇へのウクライナ司教たちの公会文書を

携えてローマに赴いている。ここで見るかれの動きから、教会合同がある

日突然行われたのではなく、周到な準備に基づいていたことがうかがえる。
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　（3）再びオストロークへ

　最も良い活動条件を備えたはずのデルマニ修道院に移ったオストローク

印刷所は、当初予想しなかった要因によりオストロークに戻らざるを得な

くなる。

　都市部の手工業の中心から遠く離れた修道院で書籍印刷を行うにはひと

つの困難が伴った。印刷工を除く製本家、絵師その他の職人たちは、仕事

がある時はオストロークからデルマニに出向いて来るが、暇な時には他の

仕事を取るために町に戻ってしまう。かれらをデルマニに留めておくため

には恒常的に仕事を与え続けなければならなかったが、当時の刊行頻度で
　　　　　　　　　　　　　（注454）
はそれは不可能なことであった。

　オストロークに戻ってからのオストローク印刷所の出版物で書名等を確

認しえたのは次の3点である。
　　　　　　けい　　　　　　　　　　　　　　　　（注455）
　15．　『聖事経』1606年刊。4折判、228葉。

　16．『無気力な人間のたくらみへの薬』1607年刊。4折判、183葉。

（yK．18）

　17．　『時課経・教会暦付き』1612年刊。8折判、505葉。（YK・t9）

　『無気力な人間のたくらみへの薬』は3つの著作から成っている。その

うちの2つはコンスタンチンノープル大主教イオアン・ズラトウースト

（金口聖ヨハネ）の著作で、修道士フヨードルへの告解についての言葉ほ

か1点。3つめの著作はビザンチン皇帝ワシーリィ1世が息子レフ・フィ

ローソフに宛てた遺言で、この著作については本稿第3章第2節（3）項で既

述している。

　1608年にオストローク印刷所の庇護者であったオストローシスキイ公が

この世を去る。そして以前オストローク印刷所をデルマニ修道院に移転せ

ざるを得なかった時点での懸念が現実のものとなる。オストロークの新た

な所有者となったヤーヌシ・オストローシスキイのもとでオストローク印

刷所が出版の許可を得たのは1612年刊の『時課経・教会暦付き』のみで

あった。そして同年、ヤーヌシ・オストローシスキイが自らの所領に教会
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロシアにおける書籍印刷（第4回）

合同派の定着化を推し進め、正教徒であるオストローク印刷所は活動中止
　　　　　　（注456）
に追い込まれる。

　オストローク印刷所の全期間を通じての出版物は、イサエヴィチの研究

によれば28点になるという。ただし、最初にふれた初等読本2点及び本稿

で通し番号を付けて紹介した17点以外には具体的な書名はふれられていな

い。28点のうち、反カトリックの書10点、奉神礼書6点、それ以外は教科

書と神学上の著作が占めている。言語別に判明しているのは、教会スラヴ

語の本文14点、教会スラヴ語の本文にウクライナ語の論文が付帯している

もの4点、ウクライナ語6点、ふたつの言語によるもの1点、また、イサ

エヴィチは印刷までに至らなかった多数の著作についても言及しているが、

　　　　　　　　　　　　　　　　（注457）
ここではそのことの紹介のみにとどめる。

　オストローク印刷所の活動は1612年に終ったが、かれらの出版物の信頼

度は高く、後にキエフのペチェールスカヤ大修道院印刷所、ベラルーシの

複教の印刷所、モスクワ印刷所、『御上の印刷所』等で再版が行われ、時

代や地域を越えて生き続けた。

　第3節　リヴォフとその周辺

　（1）リヴォフ兄弟団印刷所（1591－1788）

　①設立までの経過

　1586年1月、アンティオキア（現トルコ領アンタキヤ）総主教イオアキム

がリヴォフに滞在した際に、市民たちがイオアキムから兄弟団の規約を認

める旨の文書を得る。

　結成された兄弟団の正式名称は拠点のウスペンスカヤ寺院にちなんでウ

スペンスコエ兄弟団と命名されるが、1589年にスタヴロピギーチェスコエ

兄弟団と改称される。この名称は総主教の直轄下にあることを意味してい

る。したがってリヴォフ主教の管轄下にはない。正式名称は以上の通りで

あるが、本稿では通称の「リヴォフ兄弟団」を用いることとしたい。

　活動を開始したリヴォフ兄弟団の最大の関心事は印刷所建設であった。
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　　　そしてかれらは、イヴァン・フヨードロフがリヴォフに残した印刷道具を

　　　獲得し、それを基礎に印刷所を建設する。しかしながら印刷所建設は簡単

　　　に実現した訳ではなく、また当時の文書や現在の研究者たちの間で見解の

　　　相違があるのでその概略にふれておきたい。

　　　　1584年12月4日、リヴォフのユダヤ裁判所において印刷所建設に関わる

　　　ひとつの審判が下される。1579年、フヨードロフは411ズウォティの借入

　　　金の担保として、書籍140冊となんらかの印刷所の設備をイズライリ・ヤ

　　　クボヴィチ（vaspaEnb　HKy6・BM9）という人物に渡している。審判はこの担

／ノー禰をヤクボヴィチの所有と認めるものであった。そして兄弟団はこれ

件 を1，500ズウォティで購入することになるが、高額のため最終的に払いお
　　　　　　　　　　　　　　（注458）
えたのは1597年8月17日であった。購入金額が3倍以上に跳ね上がった理

由については、フヨードロフがオストロークの活字をリヴォフの他の高利

貸に渡しており、担保が1ヶ所に集められた結果合計額が1，500ズウォ

ティになったという推論がある。そのほかに、兄弟団はヤクボヴィチでは

なく、他の人物に担保として渡されていた設備を購入したという別の推論
　　（注459）

もある。兄弟団は購入の過程でリヴォフ主教ゲデオン・バラバーンに援助

を依頼している。これを受けてバラバーンは自分の主教区の正教徒に対し

て2度にわたって文書で寄付の要請をしている。

　印刷所の活動開始の時期については、はっきりしていない。イサエヴィ

チは『リヴォフ兄弟団の16－18世紀の出版活動』（p．204）では1587年と推

定しているが、8年後に出版した『初期印刷者の後継者たち』（p。21）で

はこの推定を繰返してはいない。その代りに、兄弟団が1586年1月にアン

ティオキア総主教イオアキムに印刷所の建物を建てたいと伝えたこと、

1590年に兄弟団員たちがモルドヴァ大主教ゲオルギィにその建物を建築中

である旨を手紙で知らせていること、印刷所建設のためにはフヨードロフ

の設備を修理し補充する必要があったことを述べている。

　リヴォフ兄弟団は活動の初期に学校も創設している。この学校と印刷所

は次に述べるように相互に依存しあう密接な関係にあった。
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〈表1＞　リヴォフ兄弟団印刷所の17世紀末までの出版物一一覧

　　　　※「」は個人の著作。著者名は省略（4’，8’…は判型4折判、8折判を示す）

年代 書　　　　　　名 点数 年代 書　　　　　　名 点数

1591

1593

1600

　01

主教区文書。他

rユダヤ人への回答」8°

主教区文書。

八調経。4°

3
1
1
1

1664

　65

　66

三歌斎経。2°

小時課経。ポ，他

聖使徒経。2°，他
1
2
21608

　09

兄弟団文書。他

時課経。12°，他 3
2

1668

　69

　70

　71

聖事経。4’，他

時課経。89

福音経。2°，他

初等読本。8°，他

3
1
3
4

1614

　15

　16

　17

「叙品についてj4°，他

聖詠経。4’，他

r主の降誕祭」4’，

三歌斎経。2°

2
2
1
1

1677

　78

聖詠経。4°，他

聖詠経。ぺ 2
1

1622 聖詠経。4’ 1

1630

　31

　32

八調経。他

「救世主キリストのロバについて」4°

祭日経。2’
2
1
1

1680

　81

　82

　83

聖詠経。他

奉事経。4°

聖事経。4’，他

福音経。2°

2
1
2
1

1634 規定（カノン）。他 3

1636

　37

　38

　39

　40

　41

　42

　43

　44

福音経。2ザ

奉事経。4’，他

祭日経。2°

福音経，2°，他

教会の機密について。

祭日経。

教会暦。4°，他

祭日経。2’

福音経。2°，他

1
3
1
3
1
1
4
1
3

1686

　87

　88

　89

　90

　91

　92

　93

　94

　95

　96

　97

　98

　99

1700

八調経。2°，他

聖詠経。12’，他

五旬経。2°，他

聖事経。4’，他

三歌斎経。2°，他

奉事経。2°

初等読本。ポ，他

聖詠経。4’

祭日経。2°

聖事経。4’，他

聖使徒経。ガ，他

聖詠経。4°，他

聖事経。8°，他

アカフイスト。4°，他

八調経。2白

2
2
5
3
2
1
4
1
1
2
3
2
4
3
1

1646 三歌斎経。2° 1

1648 聖詠経。ぺ 1

1651 祭日経。2’ 1

1662
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初等読本。8°，他

五旬経。2° 2
1
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　まず学校にとっては、然るべき水準で講義を行うためにはそれに見合っ

た教科書が必要であり、そのためには印刷所が必要であった。また印刷所

にとっても学校の存在が、校閲者や校正者、そして著者としても利用しう

る知識人を惹きつける力となった。前述したオストローク・グループには

学者や著述家たちが参加しており、その大多数が学校の先生としてまた印

刷所の協力者として活動したが、リヴォフでも規模は小さいものの、オス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注460）
トロークよりはるかに長い期間にわたって同様の活動が行われた。

　17世紀前半の印刷所の責任者には、後述するパンヴォ・ベルインダ、ミ

ハイル・スリョースカといった著名な印刷者も含まれている。17世紀後半

の印刷のマステルにはドミトリイ・クリチツキイ、セミョーン・スタヴニ

ッキイ、ワシーリィ・スタヴニツキイがいる。校閲者、校正者、翻訳者、

著者には高い水準の教育を受けた市民のユーリィ・ロガチーネツやイヴァ

ン・クラソフスキイ、アンドレイ・スコーリスキイ、学校の先生となった

ステファン・ジザーニィ、同じく先生だったギリシア人学者アルセー
　　　　　　　　　　　　　　　（注461）
ニィ・エラソンスキイその他がいた。

　しかしながら、リヴォフ兄弟団印刷所の活動が常に順調に行われた訳で

はない。〈表1＞は1970年にリヴォフで出版された『16－18世紀リヴォフ
　　　　　　　　　　　　　　（注462）
におけるキリル文字出版物総目録』により作成したものだが、ここで見る

ようにリヴォフ兄弟団印刷所も何回かの長年にわたる活動中断の期間があ

る。

　17世紀末までのリヴォフ兄弟団印刷所の活動は3つの時期に区分できる。

第1期は1591－1617年、第2期は1630－1648年、第3期は1662－1700年で

ある。

　②第1期（1591－1617）

　第1期は1591年に始まるが、1594年から早くも長期にわたって活動を中

断する。1594年から1608年の間に2点印刷されているが現物は伝わってい

ない。この長期にわたる中断に関していくつかの原因が指摘されている。

　『初期印刷者の後継者たち』（p．25）では、市参事会から兄弟団に加え
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られた圧迫が強まったこと、高位聖職者の検閲のない書籍は大主教により

出版が禁止されたこと、そしてウスペンスカヤ寺院建築のため16世紀末か

ら17世紀初頭にかけて兄弟団の支出が増大したことの3点を挙げている。

　この活動中断期間にリヴォフ兄弟団印刷所の活動家たちはヴィルナ兄弟

団印刷所、オストローク印刷所の手助けをする。そしてリヴォフ兄弟団と

対立していた大主教ゲデオン・バラバーンと和解した後は、かれがスト

リャーチンとクルイロスに建設した印刷所を援助している。

　ゲデオン・バラバーンは1580年代末から1601年までの間、リヴォフ兄弟

団を自らの管轄下に置こうとして最も激しく対立した人物のひとり。1592

年にリヴォフ兄弟団はゲデオン・バラバーンによる数々の侮辱を述べたて、

かれを告訴している。その理由の中には、リヴォフ兄弟団印刷所の組織に

参画していた製本家イヴァン・ドゥルカレヴィチ（フヨードロフの息子）を

「穴に投げ入れ、死に至らしめた」と・・う悲惨な話が含まれてい竃463’

　ところで、リヴォフ兄弟団印刷所の活動再開の条件は意外なところから

整うことになる。上述した中断に至る3つの要因のうち高位聖職者による

校閲は、ほとんどすべての主教たちが教会合同派に移ってしまったことか

ら、法的拘束力を持たなくなる。そうした状況下で兄弟団のまわりには反

教会合同派の人々が結集しはじめる。それらの中には、かつて主教ゲデオ

ン・バラバーンの側に立って兄弟団と争っていた人々も含まれていた。そ

して1606年にゲデオン・バラバーンが世を去り、かれの印刷所が活動を停

止すると、パンヴォ・ベルインダをはじめとする印刷活動家たちが兄弟団

印刷所へと移って来る。バラバーンの印刷所から移って来たのは人間だけ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（　464）
ではなく、印刷にむけて準備された手稿もあった。また、後述するクルイ

ロス印刷所からバラバーンの印刷設備も兄弟団に移された。

　こうして1608年にリヴォフ兄弟団印刷所は活動を再開する。印刷所は

16；瀞から1616年までオヌフ’」エ・スキ・髄院内に置かれ・活動を続

けた。しかしながら、印刷所は1616年以降再び活動を中断してしまう。そ

れには次のような複数の要因が作用していた。
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　イサエヴィチの研究によれば1591年から1616年までの25年間に刊行され

た書籍のほとんどが赤字で苦しい財政状態にあった。そして火災により印

刷所が被害を受けると、兄弟団に特別な収入がないためすぐに再建される

ことはなかった。その結果、全般的に活動が低下したリヴォフ兄弟団から

印刷所と学校の主要な協力者たちが離れ、1615年頃から活動を始めていた

キエフ兄弟団の印刷所と学校に移って行った。活動中断は1629年まで続い
（注466）

た。

　1589年11月付の総主教イエレミィ、ルック大主教キリッル・テルレッ

キイ（KHPMnu　TepneqKuit）およびリヴォフ大主教ゲデオン・バラバーンの

文書で、リヴォフ兄弟団印刷所の出版内容が規定されていた範囲がわかる。

それによると同印刷所が出版できるのは、まず『小時課経』『聖詠経』『福

音経』等々の奉神礼書、年代記、そして正教の神学者の著作。その他は、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注467）
学校が必要とする、文法、詩学、修辞学、哲学とされている。

　したがって第1期の出版物は規定の範囲内にあったが、奉神礼書よりも

それ以外の書籍が多数を占めていたことが特徴的であった。そしてこの時

期はリヴォフ兄弟団印刷所が存在した全期間を通じてその設立趣旨に最も

かなった出版活動をしていた。奉神礼書は『八調経』1点、『聖詠経』2

点、『時課経』2点、『三歌斎経』1点、ただし、『聖詠経」と『時課経』

は読み書きの教育用にも使われている。奉神礼書以外では当初の目的通り

学校教育のための書籍が刊行されており、その中でも次の2点は特筆に値

する。

　1．　『プロスフォニマ（話しかけられた言葉の意）』1591年2月1日刊。

4折判、8葉。（YK・5）

　これはリヴォフ兄弟団と学校を訪問したキエフ府主教ミハイル・ロゴー

ザ（MHxamu・P・r・3a，？4599）に敬意を表わすために生徒たちが書いた頒詞で、

本文はギリシア語と教会スラヴ語で書かれている。作劇法の萌芽的作品と

評される。この分野ではウクライナで初めて印刷物となった著作。

　2．　『ギリシア語・教会スラヴ語文法』1591年刊。8折判、182葉。
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　（yK・6）

　標題紙の初めに「A△EAΦOTHΣ」（アデルフォテ、兄弟団の意）とあるのは

書名ではなく、共同執筆を表わしている。学校の生徒たちが先生のアル

セーニィから指導を受けながら編纂した文法書で、本文はギリシア語およ

び教会スラヴ語で書かれている。主要な典拠はコンスタンティーノス・ラ

スカーリス（K・H・TaHTMH　naCKapmc，　t434・150t）の『ギリシア語文法提要』。

　　　　　　　　　　　　　　　　（’th468）
印刷部数に関しては300部との説がある。

　　『ギリシア語・教会スラヴ語文法』は、1596年にヴィルナで刊行された

ラヴレンティ・ジザーニィの著『教会スラヴ語文法』、1619年にエヴィエ

で刊行されたメレティ・スモトリツキイ著『教会スラヴ語文法』に影響を
　　　　　　　（注469）
与えたといわれる。

　このように優れた書籍が世に出ることによってその後の出版活動に対す

る期待が高まった。しかしながら書籍印刷が開始された直後から大いに関

心を持っていた教会上層部は印刷事業を自らの管轄下に置くために策動を

始めた。1591年10月26日、ブレストで開催された主教会議で、ヴィルナお

よびリヴォフの両兄弟団印刷所は主教が承認した原本に基づいてのみ書籍

印刷を行うことが出来るとの制約を設けてしまう。出版資金は各主教区ご

とに集め、それをルック主教キリッル・テルレッキイに送るように指示さ

れた。そして集まった資金をテルレッキイが両兄弟団印刷所に分配し、管

理を強めるという手順であった。

　だがリヴォフ兄弟団は地方の主教たちからの干渉を避けるため、キエフ

府主教や正教会の総主教たちとの直接的な結び付きを強めた。アレキサン

ドリア総主教メレティ・ピガスの論争的著作『キリスト教の敬神について

……j（1593年）の刊行はその表われである。そしてメレティ・ピガスもま

たロシア皇帝フヨードルに宛てた手紙の中でリヴォフ兄弟団印刷所の書籍

印刷活動を高く評価し、兄弟団を支持する立場から援助を依頼してい
竃47°）

③第2期（163〔ト1648）
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　1630年から始まる第2期の書籍印刷活動は奉神礼書が中心となるが、そ

れにもいくつかの理由がある。その中でも主要なのは、第1に高等教育の

中心がキエフに移り、リヴォフ兄弟団学校の講義の水準が低下したために

優秀な人材が活躍の場を求めてキエフに去ってしまい、学術的・文化的な

著作を刊行できなくなってしまったことである。第2は、ウクライナにお

ける奉神礼書に対する需要に応えるため。第3は、以前から続いていた甚
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注471）
だ心許ない兄弟団財政の改善をはかる必要があったこと。第2期のリヴォ

フ兄弟団印刷所は、技術面では幸いにしてミハイル・スリョースカおよび

アンドレイ・スコーリスキイという優れた印刷者を交互に責任者として迎

え、活発な出版活動を行っている。その特徴は〈表1＞で見るように『八

調経』『福音経』『聖詠経』『祭日経』など主要な奉神礼書の初版を刊行し

たあと、当時としては短期間にしかもかなりの頻度で版を重ねていること

である。

　1648年、フメリニツキイを指導者としたポーランドに対する蜂起があり、

第2期の印刷活動はこの外的要因により終りを告げる。そして活動再開は

1662年まで待たなければならなかったが、活動を中断した期間にリヴォフ

兄弟団印刷所は大きな災難に会っている。1651年、ベレスチェーチコ（リ

ヴォフの北東約105km）の会戦で勝利を収めたあと、ポーランド国王は参戦

していた騎兵大尉ストゥジンスキにリヴォフ兄弟団印刷所とミハイル・ス
　　　　　　　　　　　　　　　（注472）
リョースカの印刷所を与えてしまう。これをどのような方法に依ったかは

不明であるが両者とも取り戻しており、スリョースカの印刷所は1653年に

印刷を再開している。

　④第3期（1662－1700）

　1662年から始まる第3期もやはり奉神礼書が中心となる。その主要な原

因はふたつ。第1は、活動中断のあと兄弟団がマグナートおよび富裕階級

に奪われてしまったこと。第2は、カトリックの反動によりテロが横行す

る恐怖政治がウクライナを支配しており、ウクライナ民衆の政治的・社会

的生活において積極的役割を担うような書物の新たな出版は不可能となっ
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ていたことである。最も活動的で、カトリックの抑圧に対して果敢に闘っ

たリヴォフ兄弟団は最早かつてのような文化的・啓蒙的な活動家の集団で

はなく、自らの活動をごく限られたものにしてい！ぽ73）

　ただし、第3期には『初等読本』の出版が行われており、これが18世紀

半ばにかけての特徴となっている。『初等読本』の17世紀末までの印刷部

数は、1662年600部、1671年不詳、1692年1，987部、1698年7，000部、18世

紀に入ってからは1701年6，000部、1710年6，000部、1720年6，000部である。

他の書籍の印刷部数が300～2，000部だったことからすれば、『初等読本』

　　　　　　　　　　　　　　　　　（注474）
は葉数が少ないとはいえ群を抜いていた。

　リヴォフ兄弟団印刷所は1701年から1787年までに94点を刊行している。

しかしながら、ロシア、プロシア、オーストリア3国による1772年の第1

次ポーランド分割以来リヴォフ周辺の西ウクライナを領有していたオース

トリアは、1787年にリヴォフ兄弟団を廃止してしまう。そして印刷所もこ

の時点で兄弟団印刷所としての役目を終える。だが、翌1788年にウスペン

スカヤ教会の教区監督官および教会付属の神学校の団体として設立された

スタヴロピギーチェスキイ研究所の印刷所として再生し、1939年まで存続

した。

　（2）ストリャーチン印刷所とクルイロス印刷所

　1594年から1607年にかけてのリヴォフ兄弟団印刷所の活動中断期間に、

ストリャーチン（リヴォフ南東約65kmロガーチンの近郊）およびクルイロス

（リヴォフ南東約90㎞ガーリチの近郊）にそれぞれ印刷所が建設される。両印

刷所を建設する主体となったのは大主教ゲデオン・バラバーン。刊行され

たのは次の4点。

　1．『叙聖式、すなわち主教の教訓そしてその他の書物』ストリャーチ

　　ン、1602年頃。

　　現物は伝わっていないが資料により確認されている。同書は1642年に

　　リヴォフで、また1642年頃にモスクワでも刊行されている。

　2．『奉事経』ストリャーチン、1604年刊。4折判、590頁。（YK・t3）
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　3．『聖事経』ストリャーチン、1606年9月19日刊。4折判、696葉。

　　（yK．16）

　4．『福音経（学習用）』クルイロス、1606年10月1日刊。フォリオ判、

　　424葉。（yK・17）

　ゲデオン・バラバーンが印刷所建設を考えるようになったのは、ある主

教会議、おそらくは出版事業の状況について審議が行われた1591年のブレ

スト会議の決定による。この決定は印刷に付すための『聖事経』の原本の

訂正作業をゲデオン・バラバーンにゆだねる。かれは要請に応えるべく準

備にとりかかり、国内のみならず、モルドヴァ、ヴァラキア（現ルーマニ

ア南部の旧公国）、セルビアなど国外からも『聖事経』の写本を集める。ま

たゲデオン・バラバーンによる『聖事経』（1606年刊）への前書きにはかれ

の求めに応じてアレキサンドリア総主教メレティ・ピガスがギリシア語の
　　　　　　　　　　　　　　（注475）
原本を送ったことが記されている。

　ストリャーチン印刷所の建設は1602年に行われる。同年1月2日、長年

にわたって対立してきたゲデオン・バラバーンとリヴォフ兄弟団の間で和

解が成立する。その背景には教会合同派に反対するすべての人々を結集す

る必要性が存在していた。和解が成立した同じ月に、ゲデオン・バラバー

ンは印刷者シメオン・ブドズイナ（CHMe・H　ByABS・Ha）と契約を交わす。そ

してブドズイナはゲデオン・バラバーンの甥フヨードル・バラバーンの所

領ストリャーチンに印刷所を建設するが、この建設にはリヴォフ兄弟団の

協力があったものと考えられている。バラバーン家はヴォルイニおよびガ

リツィア地方の旧くからの貴族の家柄で、フヨードル・バラバーンはイタ

リアに遊学した経験を持ち、出版事業におけるゲデオン・バラバーンの良

き協力者となる。フヨードルは後にストリャーチン印刷所の所有者となっ

ており、『奉事経』（1604年刊）および『聖事経』（1606年刊）にその旨が記

されている。それ以前のゲデオン・バラバー・・ンと印刷者ブドズイナの契約

および所有関係は判りづらいが興味深いので次にふれておこう。

　まず印刷所建設の段階で、ゲデオン・バラバーンがリヴォフ市民から購
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入した印刷設備を渡しているが、ブドズイナもクラクフの手工業者に5種

類の活字の父型を注文している。最初に結ばれた契約では、ブドズイナは

印刷所の所有者となっている。そしてゲデオンがブドズイナに毎年300ズ

ウォティと印刷所の職人たちの食費を支払うかわりに、ブドズイナはバラ

バーンに対して注文部数の他に年間100部を上積みして引渡すことが取り

決められていた。したがって『叙聖式、すなわち主教の教訓そしてその他

の書物』（1602年頃）は1，100部渡されている。しかし、その後ブドズイナ

がゲデオンから数百ズウォティの借金をせざるを得なくなると、ゲデオン

は印刷所と活字をわが物にしようと画策しはじめる。ゲデオンはブドズイ

ナを契約に基づく手工業者から自分の使用人に変更する新たな「契約」を

持ち出し、これが拒否されるとブドズイナを監禁してしまう。この両者の

対立は少くとも1603年5月から1604年1月まで続いているが、兄弟団指導

者および関係者の仲介により解決したものと考えられている。1604年1月

に刊行された『奉事経』には前述の通りフヨードル・バラバーンが印刷所

の所有者と記されている。やがてブドズイナが没し、かれの弟子が1605年

7月22日から1606年9月19日の1年2ヶ月をかけて印刷所建設の発端と
　　　　　　　　　　　　　（注476）
なった『聖事経』を完成させる。

　ゲデオン・バラバーンはブドズイナとの係争に結着がつく以前に、完全

に自分の所有となる印刷所を持つことを決めている。印刷所が置かれたの

はガーリチから数キロのところにあるクルイロス。ここは『ガーリチ福音

書」と呼ばれる1144年の四福音書の写本が保存されていたという文化的活

動の発祥の地である。この印刷所建設にもリヴォフ兄弟団の協力があった

ものと考えられている。クルイロス印刷所では、ストリャーチンで『聖事

経』が刊行された12日後に、『福音経（学習用）』を刊行している。これは

1569年にザブルドブでフヨードロフとムスチスラーヴェツにより刊行され

た『福音経（学習用）』の再版で、それに非常に近い出来上りといわれる。

　ストリャーチンの印刷所はフヨードル・バラバーンの死後かれの相続人

たちに渡る。またクルイロス印刷所はのちにリヴォフ兄弟団の所有となる。
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　（3）ルック兄弟団修道院印刷所とクレメネツ兄弟団印刷所

　リヴォフ兄弟団以外にもわずかながら出版活動を行った兄弟団が存在し

た。ルック兄弟団とクレメネッ兄弟団のふたつだが、どちらも規模の小さ

な兄弟団のためリヴォフ兄弟団のように高位聖職者の管理から独立して印

刷所の運営を行うことは出来なかった。両兄弟団の出版物で書誌により確

認しえたのは次の2点。

　1．『教会スラヴ語文法』クレメネツ、1638年刊。8折判、104葉。

（yK．70）

　2．『聖使徒経と福音経』ルツク、1640年刊。8折判、292葉。

（YK．77）

　ルツク兄弟団はリヴォフ兄弟団に参加していた人々を中心にして1624年

に結成された。ルツクはリヴォフの北東約145kmに位置している。ルツク

兄弟団修道院は1635年から印刷所を所有していた。これは同じ1635年に修

道輔祭シリヴェストルから贈られたもの。かれは後述する移動印刷家リュ

トコヴィチの助手だった人物で、1631年頃にルツク東方約100・kmの村

チョールナヤでリュトコヴィチが没した際に、書籍、印刷所など全財産の

遺贈を受けている。その後、村の持主が印刷所を横取りしようとするが、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注477）
シリヴェストルはルツク兄弟団修道院に移すことに成功している。しかし

ながら印刷活動はすぐには行われず、1640年になってようやく『聖使徒経

及び福音経』が刊行される。これは1620年にウゴルツィでリュトコヴィチ

が刊行した『聖使徒経及び福音経』を底本としており、オーナメント、囲

み飾りの版木、活字もリュトコヴィチ印刷所のものが使用されている。

　クレメネツ兄弟団は1633年にルツク兄弟団を手本として結成された。ク

レメネッはルックの東南東約85㎞、リヴォフの東北東約125㎞に位置して

いる。兄弟団の指導的役割を担ったのは世俗の市民ではなく、シュラフタ

（小貴族・領主階級）や兄弟団修道院の修道士たちであった。兄弟団には修

道院と老人・廃疾者養護施設が作られた。そして兄弟団設立文書にはさら

に学校や印刷所の建設が謳われていた。これらの諸施設の建設にはラヴレ
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ンチィ・ドレヴィンスキイをはじめとするヴォルイニ地方のシュラフタが

重要な役割を果した。かれらは反カトリック集団の指導者たちで、その中

でもドレヴィンスキイは1603年からリヴォフ兄弟団員、その後ルツク兄弟

団の指導者という経歴の持ち主。

　1636年、クレメネッ兄弟団はキエフ府主教ピョートル・モギーラにより

公式に承認され、学校創設も許可される。そして開校直後に『教会スラヴ

語文法』（1638年）が刊行される。これは1619年にエヴィエで刊行されたメ

レティ・スモトリッキイ著『文法』（スラヴ語文法規則集）の簡約版である。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注478）
クレメネツでは1638年にもう2点刊行されているという。

　（4）ミハイル・スリョースカ印刷所

　ミハイル・スリョースカは印刷家であると同時に製本家でもあり、さら

に書籍、絹その他の交易を行うなど多方面で活躍し、財をなした人物。

　ウクライナの個人の印刷所としてはミハイル・スリョースカ印刷所は刊

行点数が最も多い。〈表2＞はウクライナの書籍印刷400年を記念した特集

号『フヨードロフ講座1973年』（1976年刊）に掲載されたイサエヴィチの論

文「ミハイル・スリョースカの印刷所とスラヴ文化の結びつきにおけるそ
　　　　　　　　　　　　　　　　（注472）
の役割（以下rスリョースカ論』と略す）」から転用したもので、刊行点数は

46点である。しかし、その後イサエヴィチは『初期印刷者の後継者たち』

（p．102）の中で、1648年までの刊行点数を38点とし、そのうちラテン文

字による書籍を26点としている。したがって修正数字は、全体では53点、

そのうちのラテン文字による刊行は31点となる。

　スリョースカがリヴォフに来る以前のことはあまりはっきりしない。

ヴィルナの印刷所のひとつで働いていたこと、さらにはキエフのペチェー

ルスカヤ大修道院印刷所でも働いていたのではないかとの推測がある。か

れはリヴォフには小さなカバンひとつを持って徒歩でやって来た。しばら

くして有力な兄弟団員K．メザペータの世話でヴァルヴァラという女性と

結婚し、兄弟団印刷所での就労も決まる。そして1633年には兄弟団員とし

て認められ、やがて兄弟団印刷所の責任者となる。同印刷所でかれは1634
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〈表2＞　ミハイル・スリョースカ印刷所の出版物一覧

年　代
ラテン文字による出版点数

キリル文字による出版物の書名
ポーランド語 ラテン語

1638 新たに叙聖された司祭への説教 1 2

1639 聖使徒経。2’　（yK・72）

聖詠経。

3 2

1640 八調経。4°　（yK・75）

時課経。

2 2

1641 1 2

1642 祈禧書と時課経。

聖詠経。16°　（yK・80）

五旬経。2°　（yK・79）

2 1

1643 1

1644 聖事経。

1645 1

1646 ノモカノン（ビザンチンの教会法集成）。4°

聖事経。4°

2

1646～47 1

1653 1

1654 聖使徒経（第2版）。2°

1656 1

1660 1

1663 H．ガリャトフスキイ著『知識の鍵』2°

1664 三歌斎経。2°

1665 福音経。2心

Hガリャトフスキイ著『知識の鍵』2°

同著『新たなる楽園」4’

1

1666 1

1666～67 五旬経。2°

1667 聖詠経。

1667以降 H，ガリャトフスキイ著『新たなる楽園」4°

出版年不明 初等読本
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　　　カノン
年にr規定』および『聖詠経』、1636年に『福音経』、1637年に『奉事経』
　　　　（注479）
を刊行する。

　だが有能なスリョースカはリヴォフ兄弟団印刷所の枠内に収まりきらず、

自分の印刷所を持つ準備を始める。まずは、亡くなって間もないポーラン

ド人印刷者ヤン・シェリガの印刷設備を相続人から買い取る。そしてロー

マ・カトリック教会のリヴォフ大司教グロホフスキとの間でポーランド語

およびラテン語書籍の印刷に関して合意に達する。グロホフスキは1638年

8月5日付文書で、スリョースカに“大司教の印刷家”と名乗ることを許

している。これが呼び水となってかれはポーランド国王からラテン語、

ポーランド語、教会スラヴ語、ウクライナ語書籍の印刷の特許状を得る。

1639年にはさらに正教会のコンスタンチノープル総主教、リヴォフ主教、

そしてキエフ府主教からの書状を得る。キエフ府主教モギーラからはギリ

シア語、教会スラヴ語、ウクライナ語で教会用と学習用の書籍を印刷する
　　　　　　（注480）
許可を得ている。

　スリョースカはこのように次々と手中にした特典をただちに印刷事業に

生かしている。まず1638年にはルツク主教アファナーシイ・プズイナの注

文による「新たに叙聖された司祭への説教』のほか、ラテン語の煩詞2点、

ポーランド語の婚礼歌1点を刊行。そして次に『聖使徒経』の印刷にとり

かかる。

　この時期にスリョースカのもとでアンドレイ・スコーリスキイ（AHnpefi

CK・nbOKHrt）が助手として働いている。かれは1630－1633年にかけてリ

ヴォフ兄弟団印刷所の責任者（スリョースカの前任）を務めたあとヴァラキ

アに去り、1635－1638年の間ヴァラキア公の印刷所で働いている。その後

リヴォフに戻りウクライナ語による印刷所の建設準備にとりかかるが、そ

れを知ったスリョー一スカから誘いを受け1638－1639年にかけて助手として

働く。1639年に『聖使徒経』と『聖詠経』が刊行されるとスコーリスキイ

はスリョースカに5種類のキリル文字の活字を貸したまま去り、翌年ス
　　　　　　　　　　　　　　　　　（注481）
リョースカはかれに賃貸料を支払っている。スコーリスキイは1641－1643
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年に再びリヴォフ兄弟団印刷所の責任者となり、1645－1646年と1648年に

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注482）
は次項で述べるジェリボールスキイ印刷所の印刷者となっている。

　1639年に刊行した『聖使徒経』をスリョースカは自らの印刷所の最初の

成果とみなしており、その後の仕事も順調にすすむ。かれは1640年代前半

にはキエフのペチェールスカヤ大修道院印刷所との関係を保ち、標題紙や

挿絵のための版木を得ており、1642年に刊行した『五旬経』にそれを使用

している。だが1643年にスリョースカはリヴォフ兄弟団からの強い働きか

けで、またしてもスコーリスキイの後任の責任者として兄弟団印刷所に戻

らざるを得なくなる。その際にふたつの“契約”が交わされる。第1に、

キリル文字の書籍でフォリオ判と4折判は兄弟団印刷所において兄弟団の

名のもとに印刷しなければならないこと。第2に、スリョースカの名によ

る小型（8折判以下）のウクライナ語書籍は兄弟団印刷所において印刷可

能であること、ラテン語およびポーランド語の書籍は判型にかかわりなく
　　　　　　　　　　　　　（注483）
自分の印刷所で印刷できること。これは明らかにスリョースカの印刷活動

を力つくで抑え込もうとするものであった。かれは1644年にリヴォフ兄弟

団印刷所名で2点刊行したほか、自分の名で8折判の『聖事経』とラテン

語の書籍を何点か刊行しているが、やがて兄弟団との“契約”を破り次の

行動に出る。

　1646年8月、スリョースカはリヴォフ主教ジェリボールスキイからの注

文で『ノモカノン』（4折判）と『奉事経』（4折判）を刊行する。これはい

ずれもペチェールスカヤ大修道院印刷所の出版物の再版であった。とくに

『奉事経』はキエフ府主教モギーラが訂正を加えているもので、5月にモ

ギーラはスリョースカに対して破門の脅しをもって出版中止を迫る。しか

しスリョースカはこれを無視して出版してしまう。モギーラはその1646年

末にスリョースカの破門を解かずに世を去る。そのうえ翌1647年11月にス

リョースカは漬神的なポーランド語書籍を出版したかどで王室裁判所に告

訴される。幸いにして府主教代理レオンチィ・シツィク・ザレッスキイの

証言により救われ、スリョースカはキエフ府主教側との関係修復に成功す

一 46一



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロシアにおける書籍印刷（第4回）
（注484）

る。リヴォフ兄弟団との争いはその後も続くが、1651年にスリョースカは

より大きな問題に直面する。前述したようにベレスチェーチコの会戦で勝

利を収めたポーランド王はスリョースカの印刷所を騎兵大尉に与えてしま

う。どのような方法によったかは不明であるがスリョースカは印刷所を取

り戻すことに成功し、1653年から印刷を再開している。しかしながら1662

年までの刊行点数はわずか4点で、キリル文字による印刷は再版の『聖使

徒経』のみにとどまっている。本来の印刷機能が回復しはじめたのは1663

年からで、1665年にはキリル文字で4点、ラテン文字で1点を刊行するま
　　　　　　（注485）
でに至っている。

　1667年4月末にスリョースカは世を去るが、かれの受難はなおも続いた。

リヴォフ兄弟団の指導者たちは府主教アントニィ・ヴィッキイに対して、

モギーラの破門が解けるまでスリョースカの葬儀を許すべきではないと主

張し、葬儀は2週間以上引き延ばされる。スリョースカには2人の娘が

あって、それぞれの夫はスリョースカの晩年に印刷所の仕事を手伝ってい

たものと考えられており、葬儀の延期は明らかに相続人たちに印刷業の放

棄を迫る圧力であった。だがそれも効果がないと見るや、今度はスリョー

スカの女婿2人をリヴォフ兄弟団の書籍印刷に関する特許状の権利を侵す

者として告訴する。これに対して女婿2人も逆に兄弟団をスリョースガめ

特許状を侵害する者として告訴に及んでいる。

　結局、兄弟団は裁判費用と賄賂に数千ズウォティを費やしたのち、1670

年5月にスリョースカの印刷所を相続人たちから買い取る。価格は7，000

ズウォティ。ペレムイシリャーヌイ兄弟団が1676年に850ズウォテイで購

入した印刷所を1683年に1，200ズウォティでリヴォフ兄弟団に売却してい

る。これと比較して価格が桁ちがいであることから、スリョースカの印刷
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注486）
所の印刷機の台数、活字の種類等の充実ぶりがうかがえる。

　（5）ジェリボールスキイ印刷所

　リヴォフには1645－1646年にかけてアルセーニィ・ジェリボールスキイ

（ApceHnfi｝HenE6・pc耐）の印刷所が存在していた。かれは1641年にリヴォ
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フ主教の座に着くと、その翌年に出版活動を始める。ただしこの時点では

まだ印刷所を持たず、リヴォフ兄弟団印刷所に噺たに叙聖された司祭た

ちへの説剃（1642年刊）ほか1点の再版を注文している。ジェリボールス

キイは同時代人の中では「良い教育を受けた、学識のある人物」と評され

ている。しかしその一方で、かれの出版活動の目的は第1に金儲け、第2

に府主教モギーラによる教会運営の中央集権化に対して主教の地位での最

小限の特権を自分に引き寄せておくことを意図したものと考えられてい
（注487）

る。

　1643年にスコーリスキイがリヴォフ兄弟団印刷所を離れたことを知り、

ジェリボールスキイはかれを招いて主教座大聖堂のあるユーラ教会に付属

した印刷所の建設にとりかかる。そして1645年5月にようやく『聖事経』

を刊行。さらに1646年には前年にペチェールスカヤ大修道院印刷所が刊行

したピョートル・モギーラ著『信仰の奉神礼規定についての簡約な教理問

答集jを再版する。ジェリボールスキイの印刷所にはかれが考えている企

画を次々と出版出来るほどの設備は整っておらず、前述の通り1646年にス

リョースカの印刷所に『ノモカノン』と『奉事経』の印刷を依頼している。

　ところでスコーリスキイは印刷所を開設するための特許状を国王から得

ており、ジェリボールスキイの印刷所で働きながら独立の機会を窺ってい

た。しかしながらかれを競争相手とみなす人々やカトリックの司教からの

圧力でリヴォフから40㎞も離れたウネフ修道院に移ることを余儀なくされ、

ジェリボールスキイの印刷所も移送される。

　ウネフでの最初の出版は1648年刊の『聖詠経』で、スコ・一一・リスキイは同

書をウネフ修道院長に手渡している。しかしながら1651年にスコーリス

キイはコサックのためにスパイ活動をしたとの嫌疑で逮捕され、拷問を受

ける。その結果ジェリボールスキイは長期にわたって印刷活動を中止せざ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注488）
るを得なくなり、再開したのは1660年のことである。

　なお、ウネフ修道院でのその後の印刷活動については第3節（7順で述べ

ることとしたい。
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　（6）シュムリャンスキイ印刷所

　17世紀後半にもリヴォフで短期間活動した印刷所が存在した。所有者は

リヴォフ主教イオシフ・シュムリャンスキイ（Hoc噂myMn朋CK匝，　t643・

t708）で、印刷所はジェリボールスキイの時と同様ユーラ教会内に置かれ

た。かれはポーランド国王から書籍印刷の特殊状を得て、2台の印刷機と

活字その他の道具を購入した。この印刷所が刊行したのは次の2タイトル、

3点。

　1．『聖なる教会の秩序のための登記簿』1687年刊。4折判、60葉。

　　　（yK・218）

　2．同上。（第2版）、1688年刊。

　3．　『聖詠経』1688年刊。

　前者は日常生活の詳細が数多く描かれている歴史的に興味深い文献。

　『400年史』（p．76－77）によれば、シュムリャンスキイは多額の資金を

投入しながら利益が出るようになるまで待てず、すべての印刷設備を

5，000ズウォティでリヴォフ兄弟団に売却してしまう。しかし印刷所はそ

のままシュムリャンスキイの庇護のもとに置かれ、1700年に『楽譜付き
イルモロギイ

連接歌集』を刊行する。これはウクライナで初めて楽譜が印刷された出版

物である。

　シュムリャンスキイに関して『キリスト教百科j第1巻（p．641）には

概ね次のように記されている。かれは教会合同派普及者のひとり。1667年

にリヴォフ主教に選ばれるが、ペレムイシリ主教とリヴォフ兄弟団が別の

人物を候補者に立てて反対する。両者の争いは長く続くが、シュムリャン

スキイの友人であるヤン・ソビェスキ（1629－1696）が1674年にポーラン

ド国王に即位した時点で決着がつく。シュムリャンスキイは1675年にはリ

ヴォフ主教のほかにキエフ主教管区の管理者に指名される。その後教会合

同派に接近し、1700年には地方公会議において自分の主教区の聖職者たち

を教会合同派に導くことに成功する。リヴォフ兄弟団は教会合同派への移

行を拒み続けたが、1708年にローマ教皇庁への直属を条件に教会合同派と
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〈表3＞　ウネフ修道院印刷所の17世紀末までの出版物一覧

刊年 著　　者　　及　　び　　書　　名

1648 聖詠経

1652 聖詠経。4°

1670 フェオドーシイ著『聖なる教会，…晩課についての注釈』4°（yK496）

1678

　79

　80

聖詠経。4°　（yK・204）

時課経。24°（yK・205）

B、シュムリャンスキイ著『鏡14°　（yK－207）

1683 アカフィスト。12°　（yK－213）

1685

　86

教理問答集。8°　（yK－245）

福音経（学習用）

1691

　92

　93

　94

①初等読本。　②時課経。12°（yK－228）

①聖詠経。4’（yK・230）　②聖詠経。12°（yK・231）

③R．N．スタヴロヴェッキイ著「神学の鏡』4◆（yK－234）

④聖詠経。4°（yK’235）

聖暦。16°（yK・236）

①時課経。12°（yK・238）　②祈禧書

1696 K．T，スタヴロヴェッキイ著『福音経（学習用）』2°　（yK’243）

1698

　99

①祈繍書。24°（yK・249）　②初等読本

聖詠経。4°　（yK・25i）

なる。

　（7）ウネフ修道院印刷所

　「ジェリボールスキイの印刷所」の項から引き続きウネフ修道院印刷所

の活動について述べる。

　ウネフはリヴォフの南東約40㎞にあるペレムイシリ近くの村で、現在の

名称はミジギリエ村（c．Mn）KrnPbe）。この村はソ連邦地図帳（第2版）にも

記されていない小さな村だが、ウネフ修道院は14世紀後半に創設されてお

り、かつては多数の写本と資料を所蔵するウクライナで最大の修道院のひ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロシアにおける書籍印刷（第4回）

とつであった。1790年にウネフ修道院が廃止され、資料類はブチャーチ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注490）
（リヴォフの南東約135km）に移されるが1865年の火災で焼失する。

　ウネフ修道院での印刷活動は前述の通りジェリボールスキイによる1648

年刊『聖詠経』に始まる。活動は1770年代に至る100年以上続いており、

存在した期間の長さではペチェールスカヤ大修道院印刷所、リヴォフ兄弟

団印刷所につぐ。1770年までに約70点を刊行しているが、そのうち

『16－18世紀ウクライナ古版本目録』第2分冊第2部（17世紀後半）には

16点が収録されている。〈表3＞は上記16点とヴィダシェンコの論文

「17－18世紀のウネフにおける書籍印刷」の中にあらわれた17世紀末まで

の出版物を合わせたもの。これを見た限りでは2点の初等読本を除くすべ

てが奉神礼書および奉神礼書ではない宗教的書物で、キリッル・トランク

ヴィッリオン・スタヴロヴェッキイの著作2点とイオシフ・シュムリャン

スキイの著作1点が含まれている。

　ウネフ修道院印刷所は地方の小さな印刷所だったが、活字とオーナメン

トの十分な蓄えがあり、印刷の仕上りという点では17－18世紀ウクライナ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注491）
の印刷物の中では良い方に区分できるという。そしてウネフの出版物はモ

スクワ、キエフ、ヴィルナ、リヴォフの出版物と並んでヴァラキア（ルー
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注492）
マニア南部の旧公国）やモルドヴァに流通していた。

　第4節　キエフ

　（1）キエフ・ペチェールスカヤ大修道院印刷所

　東ウクライナでは1610年代後半にようやく書籍印刷所が始まる。1615年

頃にキエフ兄弟団、付属の学校、ペチェールスカヤ大修道院印刷所がほぼ

同時期に設立される。そしてこれはウクライナの文化・啓蒙活動でキエフ

の主導的役割を強めることとなる。

　西ウクライナのリヴォフ兄弟団が市民を中心とした反教権重視主義的な

連合であったのに対して、キエフ兄弟団は正教徒のシュラフタ（小貴族・

地主階級）、コサック軍幹部、聖職者の積極的な支持を得ていた。キエフ兄
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弟団の設立メンバーはいずれも学僧のザハリヤ・コプイスチェンスキイ、

タラス・ゼムカ、イエゼキイル・クルチェヴィチ。このうちのゼムカはギ

リシア、ラテン、教会スラヴ、ウクライナ、ポーランドの各語に通じてお

り、出版活動の中心人物のひとり。学校の初代校長は司祭イヴァン・ボレ

ッキイ（vaBaH　B。peqK・irt）。そしてペチェールスカヤ大修道院長エリセイ・

プレテネツキイ（E・随c前n刀eTeHθ耶頭，在任期間1599－1624）も兄弟団の啓蒙

活動に協力的な態度をとっていた。さらに登録コサックのヘトマン（選任

制頭領）であるピョートル・サガイダチヌイ（neTP　Caratua朋Hit）が兄弟団

に示威行動的に“全軍とともに”参加したことは抑圧から兄弟団を守る大
　　　　　　　（注493）
きな後楯となった。

　ペチェールスカヤ大修道院印刷所の創設者は大修道院長プレテネッキイ。

建物は木造で、設備は1615年以前にストリャーチンからキエフに運ばれて

いる。同印刷所の出版活動は、次のように大修道院の在任期間で区分する

ことが出来る。第1期1616－1627年（エリセイ・プレテネッキイ）は兄弟団

結成、印刷所創設の息吹きが感じられる時代。刊行点数18点のうち奉神礼

書は4点のみで、その他は世俗的内容または奉神礼書ではない宗教的書物

が占めている。第2期1627－1646年（ピョートル・モギーラ）は封建領主た

ちの多くがカトリック陣営に移り、かっては正教徒のシュラフタ（小貴

族・地主階級）と結びつきを保っていた一連の文化的活動家たちも教会合
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注494）
同派となったため、反カトリック陣営の強化の必要性が増大した時代。1632

年にキエフ兄弟団学校と大修道院学校（1631年創立）を統合してキエフ＝

モギーラ・コレギウムが開設される。これはウクライナで初めての高等教

育機関で、1701年にはピョートル1世の命により「キエフ・アカデミー」

と改称される。また1633年に、カトリックと闘うため大修道院印刷所にラ

テン語およびポーランド語の書籍を印刷する部門が設けられている。この
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注495）
部門にはクラクフから印刷者が招かれたものと考えられている。第3期

1646－1656年（イオシフ・トリズヌイ）はモギーラの政策を引き継いだが、

フメリニツキイの蜂起により印刷技術者と物資の両方が不足し活動が停滞
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロシアにおける書籍印刷（第4回）

〈表4＞キエフ・ペチェールスカヤ大修道院印刷所の17世紀末までの出版物一覧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※「」は個人の著作，著者名は省略

刊年 書　　　　名
刊行
点数 刊年 書　　　　　名

刊行
点数

1616 時課経。4° 1 1661 聖僧伝。2’ 1

1663 アカフィスト。4° 11618

　19

　20

「プレテネツキイの徳」4°

祭日経。2°

ノモカノン。4’，他
1
1
4

1622

　23

　24

　25

「サガイダチヌイの葬儀に捧ぐ」4’

「使徒パウロの14の手紙に寄す」2°

ノモカノン（第2版）。4°，他

アカフィスト。4’，他

1
1
2
3

1666

　67

　68

　69

　70

　71

　72

　73

　74

r精神の剣」2°

時課経と日々の祈藤書。24’，他

聖なる教会について。4’

r真の救世主」4°，他

八調経。4’

聖なる告解の秘密の教訓。12°

簡約版奉神礼規定書。8°，他
キエフ大公ウラジーミルの伝言己4’夕他

r資料集」4°，他

1
2
1
2
　
1
　
1
2
「
－
2
6

1627

　28

　29

三歌斎経。2’，他

r教訓」4°，他

ノモカノン（第3版）。4°，他
3
2
2

1631

　32

　33

　34

五旬経。2’

r救世主キリストの苦難」4°

時課経。12°

感謝の祈蒔集。4°

1
1
1
1

1676

　77

　78

　79

　80

　81

　82

時課経と日々の祈禧書。24’，他

アカフィスト。4’，他

r資料集」4’，他

時課経と日々の祈藤書。24’，他

「資料集」4昏，他

感謝祈蒔集聖歌。4°，他

簡約版奉神礼規定書。2°

3
3
2
3
8
2
1

1636

　37

アカフィスト。4’

福音経（学習用）。2° 1
11639

　40

　41

奉事経（第3版）。4°

三歌斎経（第2版）。2°，他

「スヴャトポルクの葬儀での説教」4°
1
2
1

1685 日々の祈祷書。24° 1

1643

　44

　45

　46

簡約版奉神礼規定書。8’

聖詠経。12’

「簡約教理問答集」8°

聖事経。2°

1
1
1
1

1688

　89

　90

　91

　92

　93

　94

　95

「キリストの冠」2也，他

「聖者伝」2°

聖詠経。12’

日々の祈薦書。24°，他

新約聖書・聖詠経付き。4’

アカフィスト。ぺ，他

「祈りの花冠」49

聖使徒経。2’，他

2
1
1
2
1
3
1
3

1648 三歌斎経（第3版）。2° 1

1652

　53

　54

聖事経。8’

奉事経。4’

アカフィスト。4°
1
1
1

1657

　58

　59

　60

時課経と日々の祈藤書。24’，他

新約聖書。8’，他

r知識の鍵」2°
’『知識の鍵に付加える説教ゴ2°，他

2
3
1
2

1697

　98

　99

1700

四福音書。2°，他

連接歌集。12’，他

八調経。2°

『資料集」4’，他

3
5
1
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した時代。第4期1656－1683年（インノケンティ・ギゼーリ）は左岸ウクラ

イナおよびキエフがロシアと併合した後の新時代。1656年から1667年まで

新たにロシア・ポーランド間の戦争が続いた時代でもある。

　〈表4＞は1616年から1700年までの大修道院印刷所の出版物について

『16－18世紀ウクライナ古版本目録』に基づいて作成したもので、『カラ

ターエフの記述目録』により何点か補足してある。この表からも判るよう

に大修道院印刷所は経営基盤がしっかりとしていたため1648年の蜂起以降

とロシア・ポーランド戦争の間に停滞はみられるものの、長期にわたる活

動中断はなく、やがてウクライナ最大の恒常的印刷所となる。そしてその

活動は1917年まで続けられる。

　次に『400年史』および『初期印刷者の後継者たち』でふれられている

特徴的な出版物を中心に紹介するが、17世紀前半に話題性に富むものが多

い0

　1．　『時課経』1616年刊。4折判、212葉。（yK・24）

　同書は現在までのところ大修道院印刷所の最初の出版物とみなされてい

る。序文がふたつあり、第1の序文はプレテネツキイによるもの。かれは

その序文の中で『時課経』がキエフおよびその他の学校の要望に応えるた
　　　　　　　　　　　　　　　（注496）
めに刊行されたことを強調している。

　現存が確認されているどの『時課経』にも標題紙が残っていないため、

旧ソ連邦内の研究者間で刊年についての論争があった。そのきっかけは同

書の第2の序文の終りに「1616年12月20日」と記されていることにあった。

この日付を刷了日とみなさなかった書誌学者たちは『時課経』の完成を

1617年始めと主張した。これに対してイサエヴィチは、17世紀前半にキエ

フで刊行された他の書籍の例では、原則として序文と後書きは刊行予定部

数の本体を印刷したあとに書き上げられて印刷されていた慣行を指摘し、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注497）
『時課経』は間違いなく1616年の末までに刊行されたと主張している。ま

た旧レーニン図書館が出版した『16－18世紀ウクライナ古版本目録1も

1616年刊と判断している。なお、『時課経」の印刷にはストリャーチンか
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロシアにおける書籍印刷（第4回）

ら運ばれた活字とオーナメントの版木が使用されている。

　2．アレクサンドル・ミトゥーラ著『プレテネッキイ座下（主教の敬

　　称）の徳の実例」1618年刊。4折判、6葉（yK・27）

　プレテネッキイに捧げられた詩集で、キエフで刊行された初めての詩集

でもある。讃えられた徳の中に、教会、修道院、病院、印刷所を築いたこ

とが数えあげられている。また、『400年史』（p．85）によればプレテネツ

キイの発意で印刷所のためにキエフの西方約90kmのラドムイシリに製紙工

房が作られている。

　3．『祭日経』1619年。フォリオ判、1064頁。（yK・28）

　キエフで刊行された初めての大型本。印刷にはストリャーチンから移送

された活字以外に、新たに鋳造された活字が使われている。挿絵が多いこ

とが特徴のひとつで、26の版木から29の挿絵が印刷されている。またザス

タフカ（章などの初めに使うページ幅の花形飾り）は28の版木から121箇所、

コンツォフカ（章末などの飾り模様）は11の版木から50箇所使われている。

　この『祭日経』は他にも話題に富んでいる。『初期印刷者の後継者たち』

（p．54）によれば『祭日経』の5ヶ所に組版の日付が印刷されているとい

う。それは426頁一1618年3月18日、450頁一1618年4月1日、597頁

一1618年6月23日、1004頁一1619年1月2日、1048頁1月11日と不規則な

もの。ここから作業の手順と進行速度が均一ではないことが読みとれる。

　また『祭日経』刊行のためにリヴォフ兄弟団のパンヴォ・ベルインダが

キエフに招かれたことも重要な出来ごとである。1619年3月3日付のリ

ヴォフ兄弟団への手紙でプレテネツキイは、ベルインダがリヴォフ兄弟団

に在籍したまま仕事を遂行するためにキエフに来ていることを認め、『祭

日経』刊行後にかれがリヴォフへ戻ることを知らせている。しかしながら

ベルインダは刊行後もキエフに留まって仕事を続け、出版活動を中断して
　　　　　　　　　　　　　　　　（注498）
いるリヴォフ兄弟団へは戻らなかった。

　『祭日経』はギリシア語から翻訳された奉神礼書だが、内容的にはルー

シの昔からの伝統や独自の聖人を強調するなど、ポーランド政府によりキ
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〈図5＞ザポロージエ・コサック軍の紋章

　　　（『ウクライナ古版本目鋤第1巻、

　　　393頁より）
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〈図6＞馬上のサガイダチヌイ

　　　（「ウクライナ古版本目録』

　　　第1巻、191頁より）

〈図7＞カッファ攻略

　　　（『ウクライナ古版本目録』

　　　第1巻、191頁より）

一
56



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロシアにおける書籍印刷（第4回）

エフに定着が計られていたカトリックに対する論争的傾向の書であった。

　4．　『ノモカノン（ビザンチンの教会法集成）』1620年刊。4折判、144頁。

　　（YK・31）

　ギリシアのアトス山から運ばれた教会スラヴ語で書かれた写本を底本と

して刊行された。パンヴォ・ベルインダが原文に注解および原資料からの

引用の作業をしている。『ノモカノン』は需要が多く、大修道院印刷所で

1624年に第2版、1629年に第3版が、そして1646年にはリヴォフで主教

ジェリボールスキイの注文でスリョースカが4回目の出版を行っている。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注499）
またその他に写本としても普及していたという。

　5．カシアン・サコヴィチ著『著名な騎士サガイダチヌイの葬儀に捧げ

る詞』1622年。4折判、24葉。（yK・35）

　著者はキエフ兄弟団学校の校長。戦いの功績を讃える詩、逝去そして葬

儀に際しての詩19篇から成る詩集。1622年4月10日の葬儀の場で学生たち

により朗読された。

　ザポロー一ジエ（ドニエプル河の下流域）・コサックのヘトマンであったサ

ガイダチヌイがキエフ兄弟団に“全軍”とともに参加していたことはすで

に述べたところであるが、かれの死後このような詩集が刊行されたこと自

体がウクライナの社会におけるザポロージエ・コサックの存在の大きさを

物語っている。

　同書にはキリル文字による出版物としては初めてとみなされている世俗

的主題の挿絵が3点含まれている。1点目は標題紙の裏に印刷されている

ザポロージエ・コサック軍の紋章〈図5＞。下に煩詞が添えられている。

2点目は馬上のサガイダチヌイの雄姿〈図6＞。右手にヘトマンの権標を

持ち、弓矢を携えている。3点目はザポロージエ・コサックの水軍による

クリミア半島の要衝カッファ（現フェオドシァ）攻略の図〈図7＞。城壁に

梯子を掛けて攻め入ろうとするコサック、奴隷がオールを漕ぐトルコの軍

船2隻とトルコの国旗を揚げた小型船、これを攻撃する船足の速い多数の

コサックの小型船。1616年のこの闘いでコサック軍はトルコ軍からカッ
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注500）
ファを奪取する。挿絵は歴史的事件の貴重な証言である。

　6．『三歌斎経』1627年刊。フォリオ判、806頁。（YK・46）

　17世紀前半のウクライナで刊行された書籍のうちで挿絵が最も多いこと

で知られる。84の版木から125の挿絵が印刷されている。パンヴォ・ベル

インダの後書きには、使われた版画、多額の印刷費用、聖者伝集をタラ

ス・ゼムカがギリシア語から当時の民衆の言葉に近いウクライナ語に翻訳

したことが述べられている。

　7．パンヴォ・ベルインダ著『スラヴ・ロシア語辞典および名称の解

説』1627年刊。4折判、122葉。（yK－48）

　ベルインダが30年の歳月をかけて完成させたウクライナの出版史上にそ

の名を残す辞典。通称『レクシコン』と呼ばれる同書は6，982語を収録し、

2つの部分から成っている。第1は教会スラヴ語をウクライナ語に翻訳し

てある部分。第2は人名、地名、外国語起源の用語を解説した部分。『400

年史』（p．91）によればポーランド、チェコ、ブルガリア、セルビア・ク

ロアチア、ハンガリー、ドイツ、ギリシア、ラテン、ヘブライの各語が含

まれている。

　『レクシコン』は東スラヴ地域において刊行された初めての辞典で、

「レクシコン」という言葉自体も初めて使われている。ただし『ロシア語

百科』（p．128）によれば「レクシコン」という言葉はロシアでは13世紀か

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　アズブコ－ヴニクら知られていたが、写本の辞典を表わす言葉としてはa36yKOB皿Kが使わ

れていた。

　ベルインダはストリャーチン印刷所（1602－1606年）、リヴォフ兄弟団印

刷所（1608頃一1616年）で働いたあと、前述の通り『祭日経』刊行のために

招かれた。本来ならば1619年半ばにはリヴォフに戻るべきところを大修道

院印刷所に残り出版活動を続けた。ただし滞在期間中に刊行されたすべて

の出版物にかかわったわけではない。また、1625年には主教イサアク・ボ

リスコヴィチ使節団の一員としてモスクワに行き、皇帝ミハイルと総主教

フィラレートに大修道院印刷所の出版物を届けている。
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　『レクシコン』の刊行は時代の要請に応えるものであった。当時のウク

ライナではカトリックとの書物による論争のため文章語を必要としていた

からである。この記念すべき『レクシコン』の中にベルインダが同僚たち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注501）
から与えられた「最高の印刷者」の称号が記されている。

　なお『レクシコン』は1653年にベラルーシのクテイン修道院印刷所で第

2版が刊行されている。また近年では1961年にキエフで復刻版が出版され

ている。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注502）
　8．『エウハリステリオン（感謝の意）』1632年刊。4折判、18葉。

　キエフ・モギーラ・コレギウムの学生たちがモギーラに捧げた詩集で、

教授ソフラニイ・ポチャーフスキイの序文が添えられている。「ヘリコン

（肩に掛けて吹奏する大型の低音金管楽器）」と「パルナス（ギリシアのパルナ

ス山）」の2部構成で、内容は他に類例を見ない。第1部の話は中世の自

由学芸「三学」すなわち「文法」「修辞」「弁証」、「四科」すなわち「算

術」「音楽」「幾何」「天文」、そして「神学」をそれぞれ個別の主題として

うたっている。第2部は次のようにギリシア神話に出てくる学芸を司る女

神（通例は9柱とされる）とアポロンを主題としている。それは「クリオ

（歴史を司る女神、以下学芸名のみ記す）」「メルポメネ（悲劇）」「ウラニア

（天文）」「カリオペ（叙事詩）」「ポリュームニアー（讃歌）」「タレイア（喜

劇）」「エウテルペー（音楽）」「テルプシコラ（持情詩、踊り、竪琴）」「エト

ラ（恋愛詩）」そして「アポロン（太陽、芸術、予言、医術の神）」。その他に

導入と結びの詩がある。

　9．『聖事経』1646年刊。フォリオ判、1760頁。（YK・93）。

　「ピョートル・モギーラの大聖事経」の名で広く知られ、17の版木から

20の挿絵が印刷されている。平民の洗礼、教会結婚式、葬儀の場面が描か

れており、民俗学的にも興味深いものと評されている。版木の作者はペ

チェールスカヤ大修道院の修道士イリヤ。

　10．『1659年の皇帝陛下とザポロージエ・コサックの決定』1659年10月

17日以降一1660年の間に刊行。フォリオ判、26葉。（yK・106）
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　同書は1659年10月17日にペレヤスラーヴリで開催された民会でユー

リィ・ボグダノヴィチ・フメリニツキイをウクライナのヘトマンに選出し

た際に読み上げられた文書を公刊したもの。わずか26葉だが、「民会の召

集およびヘトマン選出の手続き」（1－5葉）、「ザポロージエ・コサックの

自由について」（6－12葉表）、「前記の条項以外の皇帝アレクセイの勅令に

関する新たな条項」（12葉裏一21葉）、「信仰に導く文書、ヘトマンのゲオル

ギィ（ユーリィ）・フメリニツキイ、荷馬車隊員、裁判官、副官、陸軍大

佐、軍幹部、下層民」（22－26葉）の構成となっている。ここからはザポ

ロージエ・コサックが持っていた社会構造を明確に読み取ることができる。

　ユーリィ・フメリニツキイはボグダン・フメリニツキイ（1595－1657）

の息子で、父の死後ヘトマンに選出され1663年までその地位にあった。父

ボグダン・フメリニツキイは1648－1654年にかけてポーランドからのウク

ライナ民衆解放の闘いの先頭に立ち、1654年1月8日にペレヤスラーヴリ

の民会で左岸ウクライナをロシアとの併合決定に導いている。

　『1659年の……決定』はこうした時代の政治および軍事に直接関わる貴

重な資料である。

　11．『初等読本』

　キエフではギゼーリの時代になって初めて刊行される。『16－18世紀ウ

クライナ古版本目録』には1点も含まれていないが、『400年史』（p．97）

によれば1664年、1670年その他に刊行され、1670年からはポーランド語お

よびラテン語の初等読本も刊行されている。

　12．インノケンティ・ギゼーリ著『シノプシス』（ロシァ史の概要）1674年刊。

4折判、124頁。（yK・t24）

　ロシア史に関する初めての刊本。マトヴェイ・ストルインコフスキイ

（MaTBert　CTPSIHK。BeKmti）の年代記やグストゥイン修道院年代記をはじめと

するロシアの年代記を基礎に書かれた。「シノプシス」は標題にあたる部

分のギリシア語で印刷された最初の一語をとったもので、実際には内容を

説明する言葉が次のように長々と続く：「スラヴ・ロシア民族、そして神
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の御加護がおわしますところの都市キエフの初期の諸公について、キエフ

大公にして初めての全ロシアの支配者ウラジーミル公の伝記について、そ

してまた……さまざまな年代記からのシノプシス（概要）または小集成」。

内容は1654年の出来事まで収められている。

　『シノプシス』は今日でいうベストセラーとなり、17世紀末までに1678

年（第2版）、1680年（第3版と第4版）、1700年頃（第5版）と版を重ねてい

る。さらに18世紀に入ってからロシアにおいて1705年にキリル文字で、ま

た1714年と1718年には世俗（非教会）文字で出版されている。このように

『シノプシス』は繰返し出版され、ロシア史の知識を広めるうえで顕著な

役割を果たした。

　13．『旧約聖書・挿絵集』1645－1649年刊。41×30cm、22葉。（YK・256）

　大修道院印刷所では刊行に至らなかった企画が多数存在した。その中で

最大のものは『挿絵入り聖書jだが、幸いにして旧約聖書の部分の版画だ

けを印刷したものが残されている。132の版木から132の挿絵が印刷されて

いる。作者は修道士イリヤ。

　挿絵の内訳は下記の通り。ただし旧約聖書各巻の名称は東方正教会の訳

語に、またカッコ内および各主題はプロテスタント、カトリック両教会に

よる1987年刊『聖書新共同訳』の訳語に基づいている。

　「創世紀」45点：天地の創造、蛇の誘惑、楽園追放、幼時のカインとア

　　ベル、カインのアベル殺し、ノアの箱舟、バベルの塔ほか。

　「エジプトを出つる記（出エジプト記）」25点：アロンの杖、血の災い、

　　蛙の災い、いなごの災い、暗闇の災い、主の過越、葦の海の奇跡、マ

　　ナほか。

　「民数紀略（民数記）」6点：ペオルにおけるイスラエルほか。

　「イイスス・ナビン記（ヨシュア記）」9点：エリコの占領、五人の王の

　　征服ほか。

　「士師記（同）」25点：サムソンに関する八つの場面が中心で、その他

　　はバラク、ギデオンなどの人物像が多い。
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　「列王記第一書一第四書（サムエル記上・下、および列王記上・下）」22点

　　：ダビデ王、サウル、ソロモン王ほか。

　現存がわかっているのは4部のみで、ロシア国立図書館が所蔵している

のは書誌学者であると同時に書籍蒐集家であったウンドーリスキイの蔵書

から出たもの。

　以上のほかにも紹介すべき大修道院印刷所の出版物がまだ何点かあるが

先に進むこととしたい。

　（2）キエフその他の印刷所

　1620年代のキエフにはペチェールスカヤ大修道院印刷所以外にふたつの

個人的所有の印刷所が存在した。ひとつはヴェルビツキイ、そしてもうひ

とつはソーボリの所有で、どちらもキエフ府主教イオフ・ボレッキイ

（vaOB　BopenKnit）の庇護の下にあった。ヴェルビツキイはボレッキイから

多額の貸付けを受け、一方ソーボリの印刷所はボレツキイがキエフの商業

地区ポドールに所有していた屋敷の中に置かれていた。府主教ボレッキイ

がかれらをこのように援助したのは、当時の印刷事業が大修道院印刷所の

独占状態にあったことに不満を持っていたからと考えられている。

　次にそれぞれの印刷所について述べる。

　①ヴェルビツキイ印刷所

　チモフェイ・アレクサンドロヴィチ・ヴェルビッキイ（TUM。fPert

AneK。a明P・BH9　Bep6uqKnfi、生没年不詳）については残されている記録が少な

いため、あまり多くのことは判っていない。現在のところイサエヴィチ著

『初期印刷者の後継者たち』（p．66－69）が最も詳しいので、主としてこれ

に依拠して述べる。

　印刷所を持つ前のヴェルビツキイは、1621－1623年にかけてペチェール

スカヤ大修道院印刷所で最も熟練した職人として働いていた。17世紀第1

四半期において技術的に最も秀れた出版物との評価を受けているイオア

ン・ズラトウースト（金口聖ヨハネ）著『聖使徒経によせての対話』（1624

年刊）の序文で、ヴェルヴィツキイは印刷工の中で最初に名を挙げられて
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いるという。

　1624年9月、ヴェルビッキイは行軍中のザポロージエ・コサックのイオ

シフ・プチヴェツの依頼により、かれの妻から400ズウォティで邸宅を購

入している。その購入資金および印刷所建設の費用は府主教ボレッキイが

ヴェルビッキイに用立てたものと考えられている。購入の証書には、ヴェ

ルビツキイは前所有者プチヴェツと同様にキエフの住民というだけでなく、

　「ザポロージエ・コサックの同志」と記されている。

　翌1625年4月にヴェルビッキイはオストロークを訪れる。イサエヴィチ

はヴェルビッキイが以前にもオストローク印刷所およびデルマニ印刷所の

印刷設備を買いに来たことがあるものとみなしているが、今回の目的も明

らかに印刷所のための物資調達と考えることができる。しかしながらかれ

はブチャイスキイというシュラフタ（小貴族・地主階級）の襲撃を受け、投

獄の憂き目を見ている。ブチャイスキイはオストローシスキイに奉職して

いた人物で、この行動は「正教徒であるザポロージエ・コサック」への敵

対的な態度をあからさまに示したものであった。

　ヴェルビッキイがキエフで刊行したのは次の3点。

　1．　『時課経』1625年刊。4折判、292葉。（YK・41）

　2．　『時課経j（第2版）1626年刊。4折判、298葉。（YK・45）

　3．　『聖詠経』1628年刊。4折判、236葉。（yK－254a）

　1964年に刊行された『400年史』（p．92）では『時課経』をヴェルビッ

キイがキエフにおいて刊行した唯一の出版物と述べているが、その後の研

究により『聖詠経』の存在が明らかにされている。

　『聖詠経』刊行後、ヴェルビツキイは何らかの理由で大修道院印刷所に

戻らざるを得なくなり、その後指導部によってヴァラキアに派遣される。

かれはやがてヴァラキアの町キンポルングで印刷所を創設する。そして

1635年にヴェルビッキイによって『聖事経』が刊行される。ヴァラキアで

の書籍印刷はモンテネグロの初期印刷者マカーリィが移って来て1508年に

『奉事経』を刊行したことに始まる。かれが1510年に『八調経』、1512年
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に『四福音書』を刊行後書籍印刷は1535年まで途絶えるが、同年に再開さ

れてからは1588年まで続けられた。1508年から1588年までに刊行されたの

は38点で、言語別に見ると教会スラヴ語31点、ルーマニア語5点、教会ス

ラヴ語とルーマニア語によるもの2点であった。しかし1588年以後再び途

絶えており、ヴェルビツキイの『聖事経』は再開の初頭を飾る出版であっ

た。印刷にはヴェルビッキイがキエフの出版物で使用した飾り枠、ザスタ

フカ（章などの初めに使うページ幅の花形飾り）、イニシャル（装飾頭字）が使

われている。かれの印刷材料はその後も『聖詠経』（1637年刊）、『時課経』

（1640年刊）、『奉事経』（1646年刊）、『聖詠経』（1703年刊）などでも使われ

ている。

　ヴェルビツキイがヴァラキアに旅立つまえにスピリドン・ソーボリに印
　　　　　　　　　　　　（注502）
刷所を売ったとの見方がある。これに対してイサエヴィチは、ソーボリの

出版物にはヴェルビツキイの版木も活字も使われていないが、すでに見た

ようにヴァラキアの多数の出版物に使われていることから、印刷所はヴァ

ラキアに運ばれそこで売られたと見ている。ヴェルビツキイがキエフに

戻った時期および没年については不明だが、おそらく、1642年頃はキエフ

にいたという。

　②スピリドン・ソーボリ印刷所

　ソーボリはウクライナとベラルーシにまたがって活動した“移動印刷

家”である。かれについてはすでに本稿第5章でジョールノワの「ソーボ

リ論」に基づいて、ベラルーシでの活動を中心に述べている。したがって

ここではウクライナでの活動について『初期印刷者の後継者たち』（p．

69－71）に基づいて補足的に述べる。

　ソーボリはベラルーシの都市モギリョーフの出身で、長じてキエフ兄弟

団学校で学んだあと同校の教師となる。かれは教会スラヴ語、ギリシア語、

ラテン語、ポーランド語が堪能であった。キエフ兄弟団学校に勤務してい

たことにより、同校の庇護者であり前の校長でもあるイオフ・ボレツキイ

と近づきになる可能性は大きかった。
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ソーボリは既述の通りキエフで次の5点を刊行している。

1
9
臼

3
4
5

　　　　　　　　（注503）
r八調経』1628年刊。

rリモナー．一一ル、すなわち花園』（教訓話集）1628年刊。4折判、190葉。

（yK．52）

r総月課経』1628年刊。フォリオ判、295葉。（yK・53）

『八調経』1629年刊。4折判、295葉。（YK・57）

『聖使徒経』1630年刊。フォリオ判、243葉。（yK・58）

　このうち最初の2点にはイオフ・ボレッキイの屋敷内で印刷されたこと

が記されているが、あとの3点には記されていない。このことについてイ

サエヴィチは印刷所の自立の度合いの増大と見ている。

　しかしながらソーボリはキエフを去ることを余儀なくされる。1631年3

月1日に庇護者ボレツキイが没しているので、イサエヴィチは病床にあっ

たボレッキイとペチェールスカヤ大修道院長モギーラとの間にソーボリを

放逐する合意が出来ていた可能性を示唆している。そしてソーボリがキエ

フを去った時期については、1630年または1631年としている。だがソーボ

リは1631年にはベラルーシのクテインで『初等読本』と『日々の祈禧書』

の2点を刊行している。『初等読本』はそれほどのページ数ではないが一

般的には印刷部数が多く、初めての土地の慣れない場所での作業を考慮に

入れると移動は1630年と考える方が妥当であろう。

　　第5節　移動印刷所

　すでに見てきたように、恒常的な収入源のある大組織に支えられた印刷

所は1ヶ所で固定的に印刷活動を行うことが出来たが、それ以外の印刷

者・印刷所はしばしばより良い条件を求めて活動の場所を移さなければな

らなかった。それらの中でもとくに「移動印刷所」あるいは「放浪する印

刷所」と呼ばれる印刷所がある。ただしこの「移動印刷所」の概念は次に

述べるように研究者によって判断が異なる大まかな基準である。初期印刷

者フヨードロフも各地を転々とした“移動印刷家”であったが、かれは別
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格の扱いを受け、移動印刷所の項に区分されることはない。『400年史』

（p．78－81）はゲデオン・バラバーンの印刷所を移動印刷所の項で扱って

いる。ソーボリの印刷所はウクライナではキエフ1ヶ所だけの活動なので

イサエヴィチは移動印刷所の項に含めていないが、本稿第5章ですでに述

べたようにベラルーシでは3つの地にまたがって印刷活動を展開した移動

印刷所である。

　この項ではウクライナの典型的な移動印刷所とされる2つの印刷所につ

いてふれる。

　（1）キリッル＝トランクヴィッリオン・スタヴロヴェツキイ印刷所

　スタヴロヴェッキイ（Knpun」・TpaHKBunnH・H　CTaBp・BeuKHfi，？・t646）は17世

紀前半のウクライナにおいて最も才能豊かな文筆家のひとりといわれる神

学者。かれは下記の通りポチャーエフ、ロフマノヴォ、チェルニーゴフの

3ヶ所で各1点を刊行しているが、それはすべて自らの著作である。

1
2
3．

　『神学の鏡』ポチャーエフ、1618年刊。4折判、116葉。（YK・25）

　『福音書（学習用）』ロフマノヴォ、1619年刊。フォリオ判、551

（または553）葉。（yK－29）

　『高価な真珠』チェルニーゴフ、1646年刊。4折判、180葉。

（yK．92）

　スタヴロヴェツキイについての資料が少ないためか、i著作に関連したこ

と以外にはあまりふれられていない。したがって、かれがなぜポチャーエ

フ（リヴォフの東北東約110km）で出版を始めたのかも不明である。イサエ

ヴィチは『神学の鏡」の持つ独創性がペチャールスカヤ大修道院印刷所や

リヴォフ兄弟団印刷所での出版を不可能にし、その結果スタヴロヴェツ

キイが自著を出版するために印刷所を創設したものとの見解をとっている。

そして独創性の例として、「四要素から成る世界の構造について」「人間の

専横の智恵が滞在する場所としての脳について」その他の非ギリシア正教

的、世俗的主題を挙げている。当時ギリシア正教の世界において極めて権

威があったといわれるマニヤーフスキイ男子修道院長イオフ・クニャギニー
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ッキイは『神学の鏡』の趣意書の段階で問題点を見抜き、スタヴロヴェツ

キイに上層部の検閲を受けてから出版するよう忠告する。しかしながらか

れは検閲を拒否し、出版を強行する。著作への正教会上層部の否定的態度

を計算に入れた上で、スタヴロヴェツキイは正教徒で影響力のある封建領

主ごとにそれぞれへの献辞を刷り込んだ何通りかの形で刊行する。『神学

の鏡』の内容と出版の仕方はその後のスタヴロヴェツキイの運命を決定す

ることになる。

　翌1619年、ロフマノヴォで出版された『福音経（学習用）』もスタヴロ

ヴェッキイの独創性に満ちたもので、従来の同名の書とは全く異なってい

た。そのため府主教イオフ・ボレッキイを長とする主教会議は正教徒たち

に対して、スタヴロヴェツキイの『福音経（学習用）』を購入すること、読

むこと、教会や自宅に所有することのすべてを禁止した。これを犯した者
　　　　　　（aso4）
は破門とされた。かれのふたつの著作はウクライナで“異端”とされただ

けでなく、モスクワにおいてもカトリックへの傾斜が見られるとの非難を

受ける。そしてスタヴロヴェッキイがモスクワに送った『福音経（学習
　　　　　　　　　　　　　　（注505）
用）』は1627年に焚書に処せられる。

　こうした状況の中でスタヴロヴェッキイは教会合同派に移り、新たな活

動の場を得ている。かれは1626年にチェルニーゴフ（キエフの北北東約

135km）で当時は教会合同派の手中にあったエレツキイ修道院長となる。

そして1646年にチェルニーゴフでは初めての出版物となる『高価な真珠』

を刊行するが、これもまた“異端”の非難を受ける。1646年にスタヴロ

ヴェツキイが没したため、かれの印刷所は活動を終える。その後1680年に

チェルニーゴフでラザーリ・バラノーヴィチにより書籍印刷が再開される

が、その活動については次の第6節で述べる。

　スタヴロヴェツキイはキエフおよびモスクワの正教会上層部の非難の中

で1646年に世を去っているが、かれの著作はその後も生き続け、17－18世

紀にウクライナとロシアの各地において写本が作られた。出版された目録

により確認できるものだけで、『神学の鏡』全体の写本が23点、『福音経
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（学習用）』の部分的な写本が数点、そして『高価な真珠』の全体あるいは

部分的な写本が4点にのぼる。スタヴロヴェツキイの3つの著作は学校教

育に使われており、しばしば神学大学の教師たちがこれを書き写していた
　　（注506）
という。

　17世紀末にスタヴロヴェツキイの著作への要望の高まりから再版が相次

いだ。ウネフの修道院印刷所で1692年に『神学の鏡』そして1696年に『福

音経（学習用）』、ベラルーシのモギリョーフ兄弟団印刷所でヴォシチャン

カにより1697年と1697年頃の2度にわたって『福音経（学習用）』が、さら

にヴォシチャンカ自身の印刷所で1699年に『高価な真珠』と合計5点が刊

行された。

　（2）リュトコヴィチ印刷所

　スタヴロヴェツキイと同時代の修道司祭パーヴェル・ドムジフ・リュト

コヴィチ・テリツァ（naBen・n・M・KEB　nroTK・Bug・TenMqa，？－t63t年頃）の印刷活

動も移動印刷所に区分される。かれはペチェS一ルスカヤ大修道院の修道士

であったが、ヴィルナ兄弟団が拠点としていたスヴャトイ・ドゥフ修道院

にしばらくの間滞在したことがある。かれはこの時期に印刷術を学び、

ヴィルナおよびエヴィエにおいて兄弟団に結集するサークルの校訂作業に
　　　　　　　　　　　　　（注507）
参加したものと推測されている。

　やがてリュトコヴィチは自立した出版活動に惹かれ、修道輔祭シリヴェ

ストル（CHnbBeGTP）を助手に得て印刷所を開設する。そして少くともウゴ

ルッィ　（リヴォフの南東約70㎞サンボール地区）、ルック（リヴォフの北東約

145㎞）、チョールナヤ（ルツクの東方約100knゴーシチャ近郊）、チェトヴェル

トニャ（ルック郡の村、ルックの北方）の4ヶ所にまたがって印刷活動を行

い、次の8点を刊行している。

　1．『教会の言葉の簡約集』（ウクライナ語による小教理問答集）、ウゴル

　　ツィ、1618年刊。4折判、48葉。（yK・26）

　2．　『聖使徒経及び福音経』ウゴルッィ、1620年刊。8折判、136葉。

　　　（yK－33）
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　3．『説教』出版地不明（r400年」ではミンスクとしている）、1622年刊。

　　4折判。（K．270）

　4．『聖詠経』チェトヴェルトニャ、1625年刊、8折判、252葉。（yK・40）

　5．　『挽歌』（兄弟団教会主任司祭イオアン・ワシーリエヴィチへの）ルック、

　　1628年刊。4折判、12葉。（K’320）

　6．ステファン・ポルメルコヴィチ著『エリキディオンあるいはワシリ

　　サ・ヤツコヴナの葬儀への弔意の音節詩』ルック、1628年刊。4折判。

　　（K・322）

　7．『時課経』チョールナヤ、1629年刊。8折判。（yK・56）

　8．『病める人そして死にゆく人との対話』チョールナヤ、1629年刊。

　　4折判、36葉。（K・338）

　リュトコヴィチ印刷所の経緯に関して『400年史』（p．83－84）と『初期

印刷者の後継者たち』（p．87－89）でのイサエヴィチの見解にはいくつかの

違いがある。第1に、『400年史』は上記8点のほかに1619年にもウゴル

ツィにおいて1点刊行されていると書名なしで述べているが、イサエヴィ

チはこの1点については何もふれていない。第2に、リュトコヴィチたち

がウゴルッィを去った理由を、『400年史』ではかれらを初めから援助して

いた主教アレクサンドル・シェプチッキイの死により余儀なくされたとし

ている。一方のイサエヴィチは、リュトコヴィチによる1622年刊『説教』

の中にタタール人の襲撃が移動の原因だったことが記されていると指摘し

ている。

　1629年にリュトコヴィチはチョールナヤにある小さな男子修道院の院長

となる。そして同年に2点刊行し、1631年頃に没している。『400年史』に

よれば、かれは生前に印刷所を含む全財産のシリヴェストルへの遺贈を

チョールナヤ村の所有者であるアダム・ウルスル・ルデッキイに依頼する

が、間もなくアダムが亡くなり、その後継者が遺言の執行を妨げたとされ

ている。これに対してイサエヴィチは、妨害して印刷所を横取りしようと

したのはアダムその人であったと主張している。妨害はあったが幸いにし
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て前述の通り印刷所はシリヴェストルを通じルック兄弟団に贈られている。

　第6節　ドニエプル左岸の2つの印刷所

　17世紀後半になってドニエプル左岸のウクライナ（1654年にロシアに併合

された地域）に2つの印刷所が創設される。ひとつはノヴゴロド・セー

ヴェルスキイ（キエフの北東約270km）、そしてもうひとつは前述のチェル

ニーゴフ（キエフの北北東約135kn）につくられる。創設者はどちらも大主

教ラザーリ・バラノーヴィチ（Jla3apb　BapaHoBvaq，1620・1693）。したがってひ

とつの印刷所の前身と後続として論ずることも出来るが、ロシアの研究者

たちが2つに分別しているのでここでもそれに準ずることとしたい。

　バラノーヴィチは1674年に最初の印刷所を創設するが、これに先立つ約

10年間に執筆活動および自著を出版するために様々な行動を展開している。

いわば前史にあたるこの時期について詳しく研究されており、興味深い事

実が多いので項目を設けて紹介したい。

　なお、ノヴゴロド・セーヴェルスキイは「北のノヴゴロド（新しい

町）」を意味するところから、ロシア人の間でもモスクワの北西にある古

都ノヴゴロドと思いちがいをしている場合があるという。ノヴゴロド・

セーヴェルスキイはウクライナの北辺に位置しているが、古都ノヴゴロド

よりも約700km南にある。

　（1）印刷所開設まで

　ラザーリ・バラノーヴィチは初めキエフ＝モギーラ・コレギウムの教師

を、さらには校長を努めた。この時代の生徒の中にシメオン・ポーロツ

キイがいる。ポーロツキイについては本稿第3章の「御上の印刷所」の項

でその活動をすでに紹介したところであるが、のちにかかわりを持ってく

る。

　バラノーヴィチはその後ウクライナ各地の修道院でさまざまな役職につ
　　　　　　　　　　　　　　　　　（ti5o8）
き、キエフ府主教代理も2度務めている。1657年、バラノーヴィチはチェ

ルニーゴフの主教に任命されるが前任者がその地位に留まっていたため、
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〈表5＞　ドニエプル左岸の2つの印刷所の出版物一覧

　　　　　　　　　　　　　　※ポ＝ポーランド語，ラ＝＝ラテン語，ス＝教会スラヴ語

刊年 キリル文字による出版物 ラテン　子による
出版物

ラザーリ・バラノーヴィチ印刷所

しようしんじよ
1674 P、バラノーヴィチ著r生神女（聖女）福音祭に寄せて」4°

1674

～
75 同著「至聖三者（三位一体）に寄せて』4°

75 同著『復活に寄せて』4°，他1点 ポ1

76 n．ガリャトフスキイ著『必要な国庫』4°，他1点 ポ5

77

几ロストフスキイ著「至聖にして慈しみ深ぎ処女マリアの奇蹟」4°

ポ1

78 総月課経。1“，他1点 ポ2

79 時課経。8° ポ1

トロイッコ・イリインスキイ修道院印刷所

1680 聖詠経。4° ポ／ラ／ス（併記）2

81 ポ1

82 感謝の意を表するアカフィスト。12°，他1点

83 八．ロストフスキイ著『ぬれた羊毛』4°，他1点 ・81匡㍊《L

84 ポ1，ポ／ラ1

85 五旬経。2°，他1点。

86 時課経。8°，他1点

87 祈禧書。12°，他2点

88 H．ボグダノフスキイ著『聖神の聖体』2’ ポ／ラ1

89 丑．ロストフスキイ著「ぬれた羊毛』4㊨ ポ1

1691 同上。他1点

92 祈禧書。12°，他1点 ポ／ラ1

1695 三つのアカフィストの祈梼書。12° ポ1

96 几ロストフスキイ著『ぬれた羊毛』4°，他1点

97 同上（第5版）。4°，他3点，

98 聖詠経。4° ラ1

99 ラ1

1700
ハ．ロストフスキイ1
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やむなくノヴゴロド・セーヴェルスキイに居を定め、かれがチェルニーゴ

フに移り住むのは15年後の1672年のこととなる。1659年に前任の主教が没

し、翌1660年にモスクワの皇帝アレクセイから同意の文書を得て主教に、

さらに1666年にはチェルニーゴフおよびノヴゴロド・セーヴェルスキイそ

の他の大主教（府主教と主教の間の聖職位）に叙聖される。

　バラノーヴィチはこの頃からさかんに執筆活動を行い、かれの著作はキ

エフのペチェールスカヤ大修道院印刷所から出版されている。1666年に刊

行された『精神の剣』は56篇から成る説教集。これはモスクワにおいて

1666－1667年に予定されていた高位聖職者会議に参加する折に、著者が皇

帝アレクセイに献上することを目的としていた。バラノーヴィチはこの出

版のためにモスクワ大公国の国庫から多額の資金を得ており、刊行後には

高位聖職者会議の承認も得ていた。こうしてすべてが順調に運び、モスク

ワ大公国政府はバラノーヴィチが同書をモスクワに運び込んで販売するこ

とを許可しただけでなく、各地の修道院に1部3ルーブルで送付すること
　　　　（注509）
を組織した。

　バラノーヴィチはこれに気を良くして1667年頃に次の著作である説教集

『言葉のラッパjの出版の準備に取りかかる。まず最初にペチェールスカ

ヤ大修道院印刷所に話を持ち込むが、すぐに原稿が送り返されてくる。か

なりの出費と用紙を必要とするためであった。そこで次にかれはモスクワ

での出版許可を得ようと、1669年1月から1671年2月にかけて下記の働き

かけを繰り返している。

　1669年1月末　最初の歎願書（皇帝宛）を送る。

　1669年12月14日　総主教イォアサフ宛に請願書を送る。

　1670年6月　コサックのヘトマンがバラノーヴィチに関する請願書を携

　　えて出発。

　1670年6月30日　政治的性質の長文の手紙の末尾で『伝導の言葉のラッ

　　パ』について再び言及する。同時に『伝導の言葉のラッパ』に関する

　　手紙をモスクワ出版局の校正職A．C．マトヴェーエフおよび総主教
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　　イォアサフに送る。

　1670年12月一1671年1月　自分の病弱を口実に皇帝あての新たな手紙を、

　　それと同時にマトヴェー一エフへの激しい調子の手紙。

　1671年2月9日　再び皇帝への手紙とマトヴェーエフへの新たな手紙。

　たかだかウクライナの一地方の大主教の身分にすぎないバラノーヴィチ

がこれほど強気な一連の行動に出たのは、かっての教え子であるシメオ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注510）
ン・ポーロッキイの支援を当てにしてのことと考えられている。それは

ポーロッキイが1667年から皇子アレクセイの養育係を、そして1670年から

は皇子フヨードルおよび皇女ソフィアの養育係を努めていたからである。

　しかしながら2月9日の手紙に対してバラノーヴィチがやっと得たのは

全面的な拒絶の回答と、自分のところで印刷するようにとの逆提案であっ

た。ただし努力の甲斐あって、バラノーヴィチはモスクワから150連（1
　　　　　　　　　　　　　　　（注511）
連は480枚）の用紙をもらうことになる。これは8折判1，000ページで1，152

冊分、4折判500ページでは1，152冊分、フォリオ判250ページならば1，152

冊分に相当する。金額的には、1663年刊のモスクワ版『聖書』の原価計算

に基づけば153ルーブル75コペイカとなる大金である。

　バラノーヴィチはこうした働きかけを重ねる一方で執筆活動を続け、

1670年と1671年にはポーランド語の著作を各1点ペチェールスカヤ大修道

院印刷所から出版している。

　モスクワから拒絶されたのち、バラノーヴィチはモスクワ印刷所から手
　　　　　　　　　（注512）
稿を送り返させている。そして1671年末一1672年初め頃にバラノーヴィチ

が自らの著作を出版するために印刷所づくりを考え始めたものと推測され

ている。かれはまず自分の書記であるセミョーン・ヤリンスキイを印刷所

づくりに引き込む。ヤリンスキイはバラノーヴィチの著作を出版するため

にペチェールスカヤ大修道院印刷所との折衝にあたってきた人物で、彫版

の心得も多少あった。しかしながら印刷術に不案内なヤリンスキイは知識

を得るために自分自身の判断でヴィルナに発ってしまう。これに業を煮や

したバラノーヴィチは自ら再度ペチェールスカヤ大修道院印刷所に『伝導
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の言葉のラッパ』の話を持ち込んで、ついに1674年に刊行の運びとな
（注513）

る。

　ヤリンスキイに関しては上述の過程で「解雇」問題にまで発展したこと

が伝えられているが、1674年以降の出版物にヤリンスキイの名前があると

ころから見て、関係は修復されたものと考えられる。1674年にラザーリ・

バラノーヴィチ印刷所は活動を開始するが、バラノーヴィチが印刷所創設

に至るまでのウクライナの社会的背景と出版事情について、ここでふれて

おかなければならない。

　社会的背景としてはまず第1に、1654年にウクライナの民会でロシアと

の併合が決議されたこと。第2に、ポーランドとの戦争が続いていたこと。

第3にドニエプル左岸のウクライナからカトリックの聖職者が一掃されて
　　　　　　　　　　　　　（注514）
いたことを挙げることが出来る。

　出版事情としては第1に、印刷された奉神礼書が入手困難で、地方にお

いてはその度合いはさらに強まった。第2に、ペチェールスカヤ大修道院

印刷所はこうした需要を満たすことが出来なかった。第3に、そのため多

数の修道院がリヴォフ兄弟団印刷所に書籍を求めた。第4に、しかしなが

ら戦争が繰返される時代にあってはリヴォフとの連絡を維持することは困
　　　　（注515）
難であった。

　以上のような状況下でバラノーヴィチ印刷所は創設されるが、これは多

額の資金を必要とするため誰にでも出来ることではなかった。

　（2）ラザーリ・バラノーヴィチ印刷所（通称ノヴゴロド・セーヴェルス

キイ印刷所）

　同印刷所が存在したのは1674年から1679年までの短期間だが、その間に

キリル文字（教会スラヴ語、ウクライナ語）で10点、ラテン文字（すべてポー

ランド語）で10点を刊行している。内容的には、当時まだ続いていた教会
　　　　　　　　　　　　　　　　（注516）
合同派との闘いが反映しているという。20点の内訳はバラノーヴィチの著

作が7点（ポーランド語4点を含む）、チェルニーゴフ大修道院長ガリャ

トーフスキイの著作が6点（うちポーランド語5点）、奉神礼書5点、その
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他2点（うちポーランド語1点）。

　1679年6月にノヴゴロド・セーヴェルスキイで大火災が発生するが、お

そらく印刷所は焼失をまぬがれており、この火災の後にチェルニーゴフに
　　　　　　　　　　　　　（注517）
移されたものと考えられている。

　（3）トロイツコ・イリインスキイ修道院印刷所（通称チェルニーゴフ印刷所）

　チェルニーゴフにおける印刷活動は1646年のトランクヴィッリオン以来

のことで、印刷所はトロイツコ・イリインスキイ修道院に置かれた。

　かってロシアの研究者たちの間には、1670年代にノヴゴロド・セーヴェ

ルスキイと並んでチェルニーゴフにも印刷所が存在したという“神話”が

あった。その根拠となったのは『ウンドーリスキイの編年目録』『カラ

ターエフの編年目録』その他に記載されている12点の出版物であった。し

かしながら1959年に刊行された『レーニン図書館紀要』第3号に収められ

たカーメネワ著「チェルニーゴフ印刷所、その活動と出版物」の総目録は

この12点を含んでいない。また1963年に『書籍：研究と資料』第8集に掲

載されたクレピコフの論文「ノヴゴロド・セーヴェルスキイ印刷所の出版

物と1674－1679年のチェルニーゴフ版まがいの出版物」（ノヴゴロド・セー

ヴェルスキイ印刷所論）は12点全点について詳細な検討を加えた上で、すべ

てがノヴゴロド・セーヴェルスキイの出版物などと取り違えたものである

ことを論証し、“神話”を明確に否定している。

　トロイツコ・イリインスキイ修道院印刷所は1680年に最初の出版物とな

る『聖詠経』を刊行する。同書のオーナメントおよび木版画の版木のほと

んどすべてが1675年にノヴゴロド・セーヴェルスキイで刊行された『聖詠
　　　　　　　　　　　　　　　（注518）
経』と同一のものが使用されている。

　同印刷所は活動を中断した期間があるものの、1818年までの長期に亘っ

て存続している。全期間に刊行した書籍は154点で、そのほかに勅令175点
　　　　　　　　　　　　　（注519）
（1724－1767年）を印刷している。1700年までの刊行点数は42点。大まか

な言語別の内訳は、教会スラヴ語ないしウクライナ語が27点、ポーランド

語ないしラテン語で12点、ポーランド語・ラテン語・教会スラヴ語併記が
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3点。より細かく見ると教会スラヴ語・ウクライナ語、教会スラヴ語・

ポーランド語、ラテン語・ポーランド語など2言語によるものや、教会ス
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注520）
ラヴ語を主体にした書物の中でラテン語をキリル文字化している例もあり

変化に富んでいる。内容的には1680年代半ばまでは主にポーランド語によ

る論争的な書籍が見られるが、その後は奉神礼書や頒詞が多くなる。

　ウクライナで誕生した私営印刷所のほとんどが所有者や庇護者の死に

よって短命に終っている。それに対してトロイツコ・イリインスキイ修道

院印刷所が長期に存在しえたのは、印刷所の性格が当初のバラノーヴィチ

の私的なものからその名称が示す通り公的なものへと変化したことによる。

　カーメネワの論文「チェルニーゴフ印刷所、その活動と印刷物」（p．

233）によれば、1679年9月7日付でバラノーヴィチが署名しているふた

つの文書がある。ひとつはバラノーヴィチ自身による布告で、印刷所の

チェルニーゴフへの移転およびヤリンスキイが引き続き書籍印刷を行う旨

をふれている。もうひとつの文書は印刷所の仕事上の諸条件に関する証書。

その中でヤリンスキイは印刷の全般的な指導にあたるほか、父型の製作、

活字の鋳造を委託されている。一方バラノーヴィチは、鋼鉄、銅、錫、鉄、

薪、炭その他、すべての印刷材料を自己資金で調達することが義務付けら

れている。最も重要な印刷用紙に関しては、バラノーヴィチはすでに1675

年の時点で自分の製紙工房を持つことを想い描いていた。しかしそれが実

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注522）
現したのはかれの死後、1695年頃と考えられる。

　トロイツコ・イリインスキイ修道院印刷所の最初の数年間の出版物の標

題紙には、ノヴゴロド・セーヴェルスキイの時代と同じように「この本は

バラノーヴィチ様の資金、そのお方の印刷所において印刷された」旨が記

されている。だが1685年刊『五旬経』に初めて「修道院の財政をもっ
（注521）

て」と記されており、この時点までに印刷所で修道士たちが働き始めてい
　　　　　　　　　（注523）
たことも判明している。

　この5年間の変化は印刷所名や出版物の内容にもあらわれている。キリ

ル文字による出版物では1680年『聖詠経』からすべて「トロイツコ・イリ
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インスキイ修道院印刷所」名に統一されている。だがポーランド語による

出版物では1680年に「トロイッコ・イリインスキイ大主教区印刷所」名で

1点、また1681年および1683年に「ラザーリ・バラノーヴィチ印刷所」名

で各1点刊行されている。しかしながら1684年以降はラテン文字による出

版物も「トロイッコ・イリインスキイ修道院印刷所」名に統一される。ま

た、バラノーヴィチの著作が出版されるのは1683年が最後で、それ以後は

再版もされていない。

　バラノーヴィチは没年の1693年まで大主教の座にあったので、以上に見

た変更はかれの発意によって行われたものと考えることが出来る。その証

拠にかれはトロイッコ・イリインスキイ修道院印刷所で書籍が刊行される

たびにモスクワの宮廷に献辞を添えて贈り、その都度あつかましく印刷材
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（注524）
料や時には書籍を送ってほしいと無心しているからである。

　18世紀に入ってからトロイッコ・イリインスキイ修道院印刷所の活動は

複雑な経過を辿るが、その仔細については第7章でふれることとし、17世

紀の活動に関してもこれまでにとどめたい。

　第7節　キリル文字による書籍印刷のまとめ

　以上、17世紀末までのウクライナにおけるキリル文字による書籍印刷に

ついてひと通りふれてきた。しかしながら、ウクライナに関してはロシア

やベラルーシのように17世紀末までの『キリル文字による出版物総目録1
　　　　　　　　　　　（注385）
はいまだ出版されていない。そのため現状では不充分さが残るが、それは

今後のウクライナおよびロシアでの研究の進展を待たざるを得ない。

　また、対象をキリル文字による出版物に限定したため西欧文化の影響や、

西欧との文化交流についてあまりふれてはいないが、これは別の課題とし

たい。

　最後に第5章第8節と比較できるようにまとめをふた通りの表にした。

　第1は、印刷所別に刊行点数と活動期間をまとめたもの〈表6＞。1700

年までに活動を開始し、18世紀にも存続していた印刷所についてはわかる
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〈表6＞　16－17世紀ウクライナでキリル文字による出版をした印刷所

印　刷　所　名 出　版　地 活動した年代
出版点数
キリル文字 ラテン文字

1 イヴァン・フヨードロフ印刷所 リヴォフ

オストローク

1574

1578－1581

2’

5

　
’
2
　
　
9
白
　
　
2

オストローク印刷所

デルマニ修道院印刷所

オストローク印刷所

オストローク

デルマニ

オストローク

1587－1602

1604－1605

1606－1612

13

2
3

3 リヴォフ兄弟団印刷所 リヴォフ 1591－1700

1701－1788

111

94

4 ストリャーチン印刷所 ストリャーチン 1602－1606 3

5 クルイロス印刷所 クルイロス 1606 1

6 キエフ・ペチェールスカヤ大修道院印刷所 キエフ 1615－1700

1701－1916

253

？

？

7 　リッル；　ランク　　ィッ1　　ン・
スタヴロヴェッキイ印刷所 ポチャーエフ

ロフマノフ

チェルニーゴフ

1618

1619

1646
1
1
1

8 リュトコヴィチ印刷所 ウゴルツイ

（ミンスク？）

チェトヴェルトニャ

ルツク

チョールナヤ

1618－1620

1622

1625

1628

1628－1629

2
1
1
1
2

9 ヴェルビツキイ印刷所 キエフ 1625－1628 2

10 スピリドン・ソーボリ印刷所 キエフ 1628－1630 5

11 ミハイル・スリョースカ印刷所 リヴォフ 1638－1667 22 31

12 クレメネツ兄弟団印刷所 クレメネツ 1638 3

13 ルツク兄弟団印刷所 ルツク 1640 1

14 ジェリボールスキイ印刷所 リヴォフ 1645－1646 2

15 ウネフ修道院印刷所 ウネフ 1648－1770 約70

16 ラザーリ・バラノーヴィチ印刷所 ノヴゴロド・
セーヴェルスキイ 1674－1679

10 10

17 　ロ　ッコ・　1　ンス　　ィ
修道院印刷所

チェルニーゴフ 1680－1700

1701－1818

　27
書籍111
勅令175

15

18 シュムリャンスキイ印刷所 リヴォフ 1687－1688 3
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〈表7＞　16－17世紀ウクライナのキリル文字による出版分布

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　※印刷所の番号は表6と同一

印刷所 1 2 2’ 3 4 5 6 7 8

出版地 JI 0 0 貝 J
I
CT Kp K肛 no Po qp yr qT Jly qo

1571－1580 2 3

1581－1590 2 3

1591－1600 8 5

1601－1610 3 2 6 3 1

1611－1620 1 6 7 1 1 2

1621－1630 3 14 1 1 2

1631－1640 14 9

1641－1650 11 6 1

1651－1660 1 11 地 名 略 号

1661－1670 15 9 n＝リヴオフ

1671－1680 9 30 0＝オストローク

1681－1690 18 8 双＝デルマニ

1691－1700 22 24 GT＝ストリャーチン

印刷所 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 Kp＝クルイロス

出版地 KK K皿 JI KM ny JI yH HC qp JI K随＝キエフ

1601－1610 noニポチャーエフ

1611－1620 Po＝ロフマノブ

1621－1630 2 5 qp＝チェルニーゴフ

1631－1640 5 3 1 yp＝ウゴルツイ

1641－1650 6 2 1 qT＝チェトヴェルトニャ

1651－1660 1 1 qo＝チョールナヤ

1661－1670 8 1 Jly；ルツク

1671－1680 3 10 1 KM；クレメネッ

1681－1690 3 13 3 　　　、yH＝ウ不フ

1691－1700 12 13 HC＝ノヴゴロド・
セーヴェルスキイ
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範囲内で18世紀末までの刊行点数を含めた。

　第2は、〈表6＞の1700年までの期間を10年毎に区切り、刊行点数をロ

シア、リトワおよびベラルーシと比較出来るようにしたもの〈表7＞。刊

年に幅があるものは推定される最後年とした。ただし、前述の通りこの2

つの表は総目録に基づいていないので概略である。

　〈おわりに〉

　第40号（1994年11月刊）に掲載された第1回から今回まででロシア、リ

トワおよびベラルーシ、ウクライナにおける17世紀末までのキリル文字に

よる書籍印刷について紹介することができ、当初予定した18世紀末までの

ロシアの書籍印刷についてあと1回で完結するところまでこぎつけました。

しかしながら、すでにあしかけ5年の歳月が経過し、その間に日本の経済

情勢そして早稲田大学をめぐる状況も大きく変化し、『早稲田大学図書館

紀要』は年2回から年1回の刊行になりました。従いましてこの連載を今

回で終了させていただくことにいたしました。18世紀ロシアの出版・印刷

活動は17世紀末までと大きく様がわりします。従来のキリル文字による出

版も続けられますが、ピョートル1世の文字改革により1708年に制定され

た世俗（非教会）文字による世俗的内容の出版物が多数を占めるようにな

り、ドイツ語、ラテン語、フランス語をはじめとする外国語による出版も

始められます。また新聞や学術雑誌、多巻物が刊行され、勅令等の政府刊

行物が多数発行されるようになります。そして1780年代になると私営の印

刷所が許可制の下でようやく登場します。これらの詳細については近い将

来、別の形をとって発表いたしたいと考えております。

　最後に、長期間にわたりお世話になりました『早稲田大学図書館紀要』

編集委員会の皆様に感謝の意を表しまして連載終了の挨拶といたします。
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注

382．HcaeBm，月．几，　npeθMHHKHθpB・neqaTHHKa．　M．，　t981．の表紙裏より。

383．　『モスクワ史』第1巻。p．406－407

384．ΦenopoBcKMe　qTeH朋1973．　M．，1976．

385．yKpamHcRne　KHIIpH　Knp”niloBcKoit　negaTm　XVI・XVIII　BB．　T．1・2．　M．，　t976－1990．

　　ウクライナの古版本の総目録が刊行されていない現段階では、収録点数、解説、

　　オーナメントおよび挿絵の版画の数等すべての面において最も秀れた目録。全

　　3巻の予定で編纂が進められ、1976年に第1巻（1574年一17世紀前半）、1981

　　年に第2巻第1分冊（17世紀後半：キエフ）、1990年に第2巻第2分冊（17世

　　紀後半：リヴォフ、ノヴゴロド・セーヴェルスキイ、ウネフ）が刊行されてい

　　る。しかしながら第3巻（18世紀）はロシア国立図書館の財政難から刊行の目

　　途は立っていない。

386．nbBiBcbKi　BnnaHmfl　xvl・xvlll　oT．：KaTanor．　JlbBiB，　t970．この目録はイサエ

　　ヴィチ編。

387．TpyAN．　ToM　IIL　M．，1959／／KaMeHeBa，　T．　H．，　qepHHroBcKaH　Tuuo叩adjHfi，　ee

　　gefiTenbHOCTb　H　mBnaHUA．（以下『チェルニーゴフ印刷所、その活動と出版

　　物』と略す）〔請求記号　ZC－788・3〕

388．

389．

390．

391．

「書物史」p．247

「フヨードロフ伝』P．299

『書物史』p．247

rフヨードロフ伝』P．138

392．同上。p．139

393．同上。p．139

394．同上。p．140

395．同上。p．141

396。　「初期印刷者の後継者たち』p．7

397．「フヨードロフ伝」P．141

398．同上。p．142

399．同上。p．145－146

400．

401．

402．

403．

『始まり』p．246

「フヨードロフ伝」P．148

「書物史」p．249

r初期印刷者の後継者たち」p．6

404，Harvard　Library　Bulletin，　Vol．　IX，　Winter　1955，　No．1．　p．5－45／Jakobson，　R，

　　Ivan　Fedorov’s　Primer．　p．5・39；Jackson，　W．　A．，　Appendix、　p．40・42．〔請求記号
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　　SI－43－9〕

405．同上。p．5－6

406．同上。p．40－41

407．同上。P．39．　Special　Note，

408．The　British　Library　Journal、　VoL　10（1984），　No．1（Spring）／Thomas，　Ch．，　Two

　　East　Slavonic　Primers：Lvov，1574　and　Moscow，1637．　p．32－47

409．同上。p．40

410．クリスティーン・トーマスがロシア、イギリス双方の研究と資料を用いて明

　　らかにしたジョン・ヘブドンの人物像は概ね次のようなものである。ヘブドン

　　が最初にロシアに来た時期についての明確な記録はないが、1636－40年の間と

　　推定されている。ロシア側の研究ではヘブドンは初めイングランドの「モスク

　　ワ商会」の商人、そして通訳であった。やがてかれは1652年から1662年のあい

　　だ皇帝アレクセイに代理人として雇われる。職務はロシアから西欧に原材料を

　　輸出し、西欧からロシアに手工業品、貰沢品および武器の輸入を促進するため

　　に各地を訪れることであった。それと同時にかれはロシアで奉職する職人や職

　　業軍人を徴募する命を受けた。そしてヘブドンはチャールズ2世が1660年に復

　　位した王政復古までに皇帝アレクセイから半ば外交官的な地位を与えられ、オ

　　ランダおよびイングランドの在外公官を務めた。当時のロシアは外国に恒常的

　　な大使を置くことの必要性を認識しはじめてはいたが、実行に移すまでには至

　　らなかった。そのような時代にあってヘブドンは重要な存在であった。

　　　こうした活躍の一方でヘブドンは1656－58年に外国向け松脂調達の独占権を、

　　1659－63年にはその運輸の独占権、1655－・59年と1660－1668年にキャヴィア輸出

　　の独占権を得ている。

　　　1663年6月、ヘブドンは在イングランドのロシア大使と呼ばれるかたわら、

　　英露関係の功績によりチャールズ2世からナイトの爵を授かる。そしてまだロ

　　シア人から「ロシア大使」と呼ばれていた1664年にかれはEarl　of・Carlisteの

　　大使の一員としてロシアを旅している。さらに1667年にはイングランドの大使

　　としてイングランドが以前に享受していた貿易上の特許状を再び獲得するため

　　にロシアを訪れている。だがロシア側はヘブドンの変節を嫌い、交渉は不成功

　　に終る。これが最後の旅となり1668年に帰国、2年後の1670年に没している。

411．

412．

413．

414．

『フヨードロフ伝』P．161

『書物史1p．250

『初期印刷者の後継者たち』p．8

『フヨードロフ伝』p．161

415．同上。p．159

一 82一



ロシアにおける書籍印刷（第4回）

416．

417．

418．

419．

420．

421．

422．

423．

424．

425．

427．

428．

429．

430．

431．

　　　Jahre　1578．：Zeitschrift　fUr　Slawistik　X皿（1968），　p．512・517

　　　832－16－6－13〕

426．Grasshoff　H．，　Simmons　J．　S．　G．，　Ivan　Fedorovs　griechisch・russisch／

　　　kirchenslawisches　Lesebuch　von　1578　und　der　Gothaer　Bukvar’von　1578／1580．

　　　Mit　einem　Beitrag　von　H，　Claus，　Zur　Geschite　der　deutschen　Besitzer　des

　　　Gothaer　Btindchens．：Abhandlungen　der　deutschen　Akademie　der　Wissenschaften

　　　zu　Berlin．　Jg．1969　Nr．2．　Berlin，1969．（以下『ベルリン科学アカデミー紀

　　　要』と略す）〔請求記号　ZF－862－1969〕

　　　　　『フヨードロフ伝』p．205

　　　　　『ベルリン科学アカデミー紀要』1969，No．2．p．29

432．

433．

434．

同上。p．158－159

同上。P．160－161

同上。P．158－159

　　『書物史』p．250

　　『フヨードロフ伝』P．167

　　『書物史』p．250

　　『フヨードロフ伝』p．170

Slavica’Katalog　der　Landesbibliothek　Gotha，　bearb．　von　H，　Claus（＝Quellen　und

Studien　zur　Geschichte　Osteuropas　X），　Berlin．1961，p．33，　Nr，190．

　　『フヨードロフ伝』P．177－178

Grasshoff　H．，　Simmons，　J．　S，　G．，　Ein　unbekannter　Druck　Ivan　Fedorovs　aus　dem

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．〔請求記号　語研

同上。P．29

　　『フヨードロフ伝』p．179

Jla6HHqeB，　K）．　A．，　MocKoBcKn貢　ΦparMeHT　A86yKn　MBaHa　ΦθAopoBa：

ΦeAopoBcRHe　gTeHHfi，1978．　M．，1981．　p．170473〔請求記号　ZA－847〕

3anaoKo，　A．　n．，　MmcTeqbKa　cllaAIIIHHa　IBaHaΦeAopoBa．　JlbBiB，1974．　p．29

　　『書物史』p．252

　1caoBuq，月【・A・，　JliTepaTypHa　cnaArqvaHa　IBaHa　ΦeAopoBa、　JlbBiB，　t989．　P．157・

　　　159

435．『ウクライナ古版本目録』第1巻。p．11（No．2）

436．『フヨードロフ伝』p．184

437．3anacKo，　A．　n．，　MmcTeqhKa　cnaAmHHa　IBaHaΦenopoBa．　JlbBiB，1974．　p．37

438・　IcaoBn9，月［・丑・，　JliTepaTypHa　enaAmnHa　IBaHaΦeJエopoBa．　JlbBiB，　t989．　P．134

　　　137

439．BH6n凪OcTpor，　t581．第3葉表ページ。
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440．Ma叩oK，0．　H．，　ByMara　va3AaHHit　HBaHaΦeAopoBa：ΦeAopoBcK皿e　gTeHHH，　t978．

　　　M．1981．p．21・34　〔請求記号　ZA－847〕

441．「フヨードロフ伝』P．172－175

442．British　Museum，　General　Catalogue　of　Printed　Books，　Photolithographic　edition

　　　to　1955，　Vol．17．　London，1965．304頁．〔請求記号　ZB－765－17〕

443．『フヨードロフ伝』P．184

444．同上。p．189

445．同上。p．196

446．同上。p．203－204

447．　PepaeHM　aMoTpMqKHrt，　Knng　qapcTBa　He6θoHoro．　OoTpor，1587

448．　KaneHAapb　pMMeKnti　HoBNti．　OoTpor，1587．

449．『初期印刷者の後継者たち』p．9－10

450．　『ムスチスラーヴェッ論』p．106

451．　『初期印刷者の後継者たち』p．13

452．qa。。。ユo肌．　OcTpor，　t602：『カラターエフの記述目録」p．298（No．169）

453．『初期印刷者の後継者たち』p．15

454．同上。p．17

455．Tpθ6HnKs．　OcTpoK，　t606：「カラターエフの記述目録l　p．307（No．184）

456．『初期印刷者の後継者たち』p．17－19

457．同上。P．18

458．同上。P．21

459．『書籍：研究と資料』第7集、1962年／HcaeBnn，　A．貝．，　H3naTenh。Kafi

　　　gefiTenbHocTh　nhBoBcKoro　6paTcTBa　B　XVI－XVIII　BeKax．　p．203　（以下rリヴォ

　　　　フ兄弟団の16－18世紀の出版活動』と略す）

460．同上。p．204

461．　『書籍百科』p．515－516

462．JlbBiBcbKi　BnAaHMfi　XVI－XVII　cT．　KaTanor．　JlbBiB，　t970．

463．　『リヴォフ兄弟団の16－18世紀の出版活動」p．205

464．『初期印刷者の後継者たち』p，26

465．『リヴォフ兄弟団の16－18世紀の出版活動」p．224－225

466．『初期印刷者の後継者たち』p．29

467．同上。p．23

468。『書籍：研究と資料』第26集、1973年／KuoeneB，　H．　n．，　KHmrM　rpegecK・fi

　　　negaTM　B　co6paHmH　FocyπapcTBeHHo貢　6M6nHoTeKu　CCCP　HM．　B．　H．”θHnHa．

　　　ny6unKauHH　E．　M．　Kaqup7KaK　u　A．　n．　To刀oTHKoBa．　p．144
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロシアにおける書籍印刷（第4回）

469．　「初期印刷者の後継者たち』p．24

470．同上。p．24－25

471．同上。P．29

472．HcaθBHq，月．貝．，　THrrorpatpnfi　Mu】【aMna　CneBKfl　n　ee　ponb　B　Me）KcuaBfiHoKux

　　KynbTyPHHx　oBfiBHx：ΦenopoBcKMe冊eH随，1973．　M．，　t976．　p．46　（以下『ス

　　リョースカ論』と略す）

473．『リヴォフ兄弟団の16－18世紀の出版活動』p．217

474．同上。p．219

475．『カラターエフの記述目録」p．305（No．182）

476．「初期印刷者の後継者たちip．31－32

477．同上。p．89

478、同上。p．95

479．　『スリョースカ論」p．43

480．同上。p．43

481．『初期印刷者の後継者たち」p．99

482．同上。p．108

483．同上。p．99－100

484．同上。p．100－101

485．　『スリョースカ論」p．56－58

486．同上。p．47

487．　『初期印刷者の後継者たち」p．107

488．同上。p．106－107

489．BHAameHKo，　M．　B．，　KHuronθuaHne　B　V宜eBe　B　XVII－XVIII　BB．：ΦenopoBoKne

　　gTeHllHH，　t973．　M．，1976．　p．67　（以下『17－18世紀のウネフにおける書籍印

　　刷」と略す）

490．同上。p．69

491．同上。p．76

492．同上。p．73

493．『初期印刷者の後継者たち』p．48－49

494．同上。p．74

495．同上。p．82

496．「カラターエフの記述目録』p．337－338（No．230）

497．『初期印刷者の後継者たち」p．53

498．同上。P．54

499．同上。p．55
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500．　『400年史』P．87

501．同上。p．90

502．同上。P．92

503．

504．

505．

506．

『ソーボリ論』p．145

『初期印刷者の後継者たち』p．84

『チェルニーゴフ印刷所、その活動と出版物jp．227

『初期印刷者の後継者たち』p．87

507．同上。p．87－88

508．

509．

510．

511．

512．

513．

514．

515．

516．

HOBropo瓦・CeBePCKort

ronOB，　p．257（以下『ノヴゴロド・セーヴェルスキイ印刷所論」と略す）

『チェルニーゴフ印刷所、その活動と出版物」p．228

『ウクライナ古版本目創第2巻、第1分冊、1981年刊、p．15（No．109）

『チェルニーゴフ印刷所、その活動と出版物』p．229

『書籍：研究と資料』第8集、1963年刊／KaenllKOB，　C．　A．，　MBnaHMH

　　　　　　　　TnnoppalPUH　n　no｝KHO9θPHHrOBOK日e　H3丑aHHH　1674－1679

『チェルニーゴフ印刷所、その活動と出版物」p．229

『ノヴゴロド・セーヴェルスキイ印刷所論』p．257

『チェルニーゴフ印刷所、その活動と出版物」p．228

『ノヴゴロド・セーヴェルスキイ印刷所論』p．256

『チェルニーゴフ印刷所、その活動と出版物』p．232

517．同上。p．233

518．同上。p．256

519．同上。p．240，329－358．勅令が発せられてから短時日のうちにチェルニーゴ

　　フで再版された。これは中央政府の政策を地方組織に早急に徹底させるために

　　とられた処置であった。チェルニーゴフで印刷された勅令175点のうち1点

　　（4折判4葉）を除くすべてが2折判。葉数は1葉のものが131点と圧倒的に

　　多く、その他に2葉18点、3葉2点、4葉7点などとなっており、最大のもの

　　は45葉。

520．同上。p．265

521．『ウクライナ古版本目録』第2巻、第2分冊、1990年刊。p．21（No．214）

522．『チェルニーゴフ印刷所、その活動と出版物』p．234

523．同上。p．233

524．同上。p．242
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〈第1回～第3回への訂正〉

第1回101頁表1　7行目
　　　　101頁表1　14行目

第2回　18頁　18行目

第3回

ロシアにおける書籍印刷（第4回）

アルオスト→アロスト

リチカ→リエカ

　　　　　原著では随所に見られるラテン文字とギリシア文字は

姿を消した→原著では随所に見られるギリシア文字および1ヶ所

だけに使われているラテン文字は姿を消している。

38頁　　　　　著作→著者
　　　　　　　　オトピス　　　　　　オトピス
73頁　　　　　　『文書』→『返書』

同上　　　　どちらもイパチィ・ポチェイの著作への反論の書→前者

　　はスカルガの著作に対して、また後者はオストローシスキイ公に

　　きた手紙への反論の書

同上　2行目　リヴォフ（ウクライナ名はリヴィウ）→オストローク

81頁　1行目　（自由を愛する者の意）→（真実を愛する者の意）

102頁　10行目　ギリシア語の文法書→コンスタンティノス・ラスカー

　　リス著「ギリシア語文法提要』

同上　12行目　イヨシフ・フラヴィア著『ユダヤ戦争」→フラヴィウ

　　ス・ヨセフス著『ユダヤ戦記』

118頁　13行目　『スラヴ語・ロシア語辞典』→『スラヴ・ロシア語辞

　　典および名称の解説』

18頁　23行目　386葉→388葉

24頁　4行目　ロシア語→教会スラヴ語

同上　5行目　ロシア語→教会スラヴ語

同上　23行目　聖ゲロルギー→聖ゲオルギィ

26頁　6行目　10ルーブル→1万ルーブル

32頁表2　2行目　総月課経（祭日用付き）→総月課経〔祭日経付

　　き〕

（いわた　ゆきお　校友）

今田のも季的云閑・・隆し、

カロ孝・訂正屯行，を．

c）・わ／7坪3目）？日必田4了明矩
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